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例 言

１ 本書は大領遺跡の発掘調査報告書である。
２ 遺跡の所在地は石川県小松市大領町・今江町地内である。
３ 調査原因は北陸新幹線建設事業（金沢・敦賀間）で、同事業を所管する独立行政法人鉄道建設・
運輸施設整備支援機構が、石川県教育委員会に発掘調査を依頼したものである。

４ 調査は公益財団法人石川県埋蔵文化財センター（以下、「県埋文センター」）が、石川県教育委員
会から委託を受けて、平成２９（２０１７）～令和元（２０１９）年度および令和３（２０２１）年度に実施した。
業務内容は現地調査、出土品整理、報告書刊行である。現地調査については、発掘調査作業および
空中写真測量図化作業等に係る関連作業の支援を平成２９年度に日本海航測株式会社に委託し、県埋
文センター監理のもと実施した。
また、石川県教育委員会文化財課が令和２（２０２０）年度に実施した工事立会による調査の記録も
掲載した。

５ 調査にかかる費用は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構が負担した。
６ 現地調査は平成２９（２０１７）年度に実施した。期間・面積・担当課・担当者（当時）は下記のとお
りである。
期 間 平成２９年４月１３日～同年８月２５日
面 積 １，９６０㎡
担当課 調査部 特定事業調査グループ
担当者 安中哲徳（専門員）、神谷英生（嘱託）

７ 出土品整理は平成３０（２０１８）年度に実施し、調査部特定事業調査グループが担当した。
８ 自然科学的分析は、令和元（２０１９）年度および令和３（２０２１）年度に株式会社パレオ・ラボに委
託して実施し、その成果を第４章に記した。

９ 報告書の作成は令和元年度および令和３（２０２１）年度に、編集・刊行は令和３（２０２１）年度に実施
し、調査部特定事業調査グループが担当した。執筆（当時）は、第２章および第３章を岩瀬由美（県
関係調査グループ主幹）が、第４章を株式会社パレオ・ラボ（第１・３節 藤根 久、第２節 小林克也、
第３～５節 森 将志）が、第１章および第５章の執筆と全体の編集は安中哲徳（県関係調査グループ
主幹）が行った。

１０ 調査には下記の機関・個人の協力を得た（敬称略）。
独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構、独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所、
向日市教育委員会、野々市市教育委員会、小松市教育委員会、小松市埋蔵文化財センター、小松市
今江町町内会、小松市大領町町内会、岩本信一、樫田 誠、川畑謙二、木本雅康（故人）、小岩直
人、下濱貴子、新宅輝久（故人）、鈴木景二、田村昌宏、出越茂和、三浦純夫、望月精司、吉岡康
暢、横幕 真

１１ 調査に関する記録と出土品は石川県埋蔵文化財センターで保管している。
１２ 本書についての凡例は下記のとおりである。
（１）方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標Ⅶ系（世界測地系：測地成果

２０００）に準拠した。
（２）水平基準は海抜高であり、T.P.（東京湾平均海面）による。
（３）遺構の名称は、下記の略記号に番号（算用数字）を付し表記した。

SB：掘立柱建物 SD：溝 SK：土坑 P：柱穴・小穴 SX：その他（不明確遺構等）
UM：畝溝状遺構

（４）土層注記の標記は農林水産省水産技術会議事務局監修『新版標準土色帖』による。
（５）出土遺物番号は挿図、観察表、写真で対応する。なお、実測時の遺物番号との対応について

は、出土遺物観察表に記載している。
（６）遺物実測図については、須恵器は断面黒塗り、その他は白抜きとし、弥生土器・土師器の赤

彩処理は薄い網掛け、内黒処理は濃い網掛けでその範囲を示した。図中の主な網掛け表現は
下のとおりである。ほかに、油煙痕や黒色処理等も網掛けにより示した。

赤彩 被熱 石器使用痕

（７）引用文献、参考文献は第４章を除き各章末に記載した。第４章は章内各節の末尾に記載した。



目 次

巻 頭 写 真 図 版

第１章 経 緯 と 経 過 ……………………………………………………………………１

第１節 調 査 の 経 緯 ………………………………………………………………………１

第２節 発掘作業の経過 ………………………………………………………………………３

第３節 整理作業の経過 ………………………………………………………………………４

第２章 位 置 と 環 境 ……………………………………………………………………５

第１節 地 理 的 環 境 ………………………………………………………………………５

第２節 歴 史 的 環 境 ………………………………………………………………………５

第３章 調査の方法と成果 ………………………………………………………………８

第１節 調 査 の 方 法 ………………………………………………………………………８

第２節 層 序 ………………………………………………………………………８

第３節 遺 構 と 遺 物 ………………………………………………………………………８

第４章 自然科学的分析 …………………………………………………………………６３

第１節 石製品の石質同定 …………………………………………………………………６３

第２節 木製品の樹種同定 …………………………………………………………………６６

第３節 花 粉 分 析 ……………………………………………………………………６８

第４節 珪 藻 分 析 ……………………………………………………………………７２

第５節 植物珪酸体分析 ……………………………………………………………………７８

第５章 総 括 …………………………………………………………………………８２

第１節 遺 跡 の 変 遷 ……………………………………………………………………８２

第２節 発見された道路遺構と「古代北陸道」について ………………………………８３

写 真 図 版

報 告 書 抄 録



挿 図 目 次
第１図 北陸新幹線（金沢・福井間）概略図 ………１
第２図 大領遺跡周辺試掘坑位置図 …………………２
第３図 試掘調査柱状図 ………………………………２
第４図 調査区・グリッド配置図（S＝１／１，５００）……３
第５図 遺跡の位置 ……………………………………５
第６図 周辺の遺跡（S＝１／２５，０００） …………………７
第７図 全体図・調査区位置図（S＝１／８００）…………９
第８図 全体図①（S＝１／４００） ………………………１０
第９図 全体図②（S＝１／４００） ………………………１１
第１０図 ０・１区断面実測箇所図（S＝１／１５０）………１３
第１１図 １区 SD・P２７断面実測図１（S＝１／４０）……１４
第１２図 １区 SD断面実測図２（S＝１／４０） …………１５
第１３図 １・２区遺物出土状況図（S＝１／１０）………１６
第１４図 ２区断面実測箇所図（S＝１／１５０）…………１８
第１５図 ２区 SK断面実測図１（S＝１／４０） …………１９
第１６図 ２区 SK断面実測図２（S＝１／４０） …………２０
第１７図 ２区 Pit 断面実測図（S＝１／４０）……………２１
第１８図 ３区断面実測箇所図（S＝１／１５０）…………２２
第１９図 ３区 SK断面実測図１（S＝１／４０） …………２４
第２０図 ３区 SK断面実測図２（S＝１／４０） …………２５
第２１図 ３区 SK断面実測図３（S＝１／４０） …………２６
第２２図 ３区 SD１８周辺断面実測図１

（S＝１／４０・６０）………………………………２７
第２３図 ３区 SD１８周辺断面実測図２（S＝１／４０）…２８
第２４図 ３区 SD断面実測図１（S＝１／４０・１／８０） …２９
第２５図 ３区 SD・Pit 断面実測図２（S＝１／４０）……３０
第２６図 ４区断面実測箇所図（S＝１／１５０）…………３１
第２７図 ４区 SK・Pit 断面実測図（S＝１／４０）………３３
第２８図 ４区 SD断面実測図１（S＝１／４０） …………３４
第２９図 ４区 SD断面実測図２（S＝１／４０） …………３５
第３０図 ４区 SD断面実測図３（S＝１／４０） …………３６
第３１図 ４区 SX断面実測図（S＝１／４０）……………３７
第３２図 ５・６・７・８区断面実測箇所図１

（S＝１／１５０）…………………………………４０
第３３図 ６区断面実測箇所図２（S＝１／１５０）…………４１
第３４図 ５・６・７区 SD断面実測図１（S＝１／４０） …４３
第３５図 ５・６・７区 SD断面実測図２（S＝１／４０） …４４
第３６図 ５・６・７区 SD断面実測図３（S＝１／４０） …４５
第３７図 ５・６・７区 SD断面実測図４（S＝１／４０） …４６
第３８図 ５・６・７区 SD断面実測図５（S＝１／４０） …４７
第３９図 ５・６・７区 SD断面実測図６（S＝１／４０） …４８
第４０図 ５・６・７区 SK・Pit 断面実測図

（S＝１／４０）……………………………………４９
第４１図 ５・６・７区畝溝断面実測図（S＝１／４０）……５０
第４２図 ６区 SB０１実測箇所図（S＝１／６０）…………５１
第４３図 ６区 SB０１断面実測図１（S＝１／４０）………５２
第４４図 ６区 SB０１断面実測図２（S＝１／４０）………５３
第４５図 ８区調査区断面実測図（S＝１／４０）…………５４

第４６図 遺物実測図１（S＝１／１・１／３）………………５５
第４７図 遺物実測図２（S＝１／１・１／２・１／３）………５６
第４８図 遺物実測図３（S＝１／１・１／３）………………５７
第４９図 遺物実測図４（S＝１／３・１／６）………………５８
第５０図 遺物実測図５（S＝１／３）……………………５９
第５１図 岩石のマイクロスコープ写真 ……………６４
第５２図 大領遺跡と周辺の地質図

（鹿野ほか（１９９０）の２０万分の１地質図
「金沢」を編集）……………………………６５

第５３図 大領遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（１）…６７
第５４図 大領遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（２）…６８
第５５図 大領遺跡における花粉分布図 ……………７０
第５６図 No．１７から産出した花粉化石………………７１
第５７図 堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真 ………７７
第５８図 大領遺跡における植物珪酸体分布図 ……８０
第５９図 SD０８北壁下層（No.３）から産出した

植物珪酸体 …………………………………８１
第６０図 延喜式による「古代北陸道」推定ルート …８５
第６１図 「中世北陸道」の想定ルート ………………８５
第６２図 大領遺跡上空から見た古代・中世の

道路遺構 ……………………………………８５
第６３図 古代加賀三湖周辺の遺跡と「淡津駅」

推定地（三浦２０１８）に一部加筆 …………８５
第６４図 古代江沼郡の駅路と「淡津駅」推定地

（三浦２０１８）に一部加筆 …………………８５
第６５図 ０・１区調査区壁断面実測図・オルソ写真１

（S＝１／４０）……………………………………８６
第６６図 １区調査区壁断面実測図・オルソ写真２

（S＝１／４０）……………………………………８７
第６７図 １区調査区壁断面実測図・オルソ写真３

（S＝１／４０）……………………………………８８
第６８図 ２区調査区壁断面実測図・オルソ写真１

（S＝１／４０）……………………………………８９
第６９図 ２区調査区壁断面実測図・オルソ写真２

（S＝１／４０）……………………………………９０
第７０図 ３区調査区壁断面実測図・オルソ写真１

（S＝１／４０）……………………………………９１
第７１図 ３区調査区壁断面実測図・オルソ写真２

（S＝１／４０）……………………………………９２
第７２図 ４区調査区壁断面実測図・オルソ写真１

（S＝１／４０）……………………………………９３
第７３図 ４区調査区壁断面実測図・オルソ写真２

（S＝１／４０）……………………………………９４
第７４図 ５・６・７区調査区壁断面実測図・オルソ写真１

（S＝１／４０）……………………………………９５
第７５図 ５・６・７区調査区壁断面実測図・オルソ写真２

（S＝１／４０）……………………………………９６

写 真 目 次
写真１ 津幡町「加茂遺跡」の古代北陸道 …………８５
写真２ 金沢市「観法寺遺跡」の古代北陸道 ………８５

写真３ 野々市市「三日市Ａ遺跡」の古代北陸道
野々市市教育委員会提供 ……………………８５



写真４ 小松市「大領遺跡」の古代北陸道 …………８５
写真５ 長屋王邸出土木簡「淡津駅」（７１１～７１６年）…８５

写真６ 長屋王邸出土木簡「…駅子」 ………………８５
写真７ 長岡京出土木簡「安宅駅」（７８９年） ………８５

表 目 次
第１表 調査・整理体制組織表 ………………………４
第２表 出土遺物観察表（１）…………………………６０
第３表 出土遺物観察表（２）…………………………６１
第４表 出土遺物観察表（３）…………………………６２
第５表 小松市大領遺跡出土石製品 …………………６３
第６表 大領遺跡出土木材の樹種同定結果 …………６６
第７表 分析試料一覧 …………………………………６９

第８表 産出花粉胞子一覧表 …………………………６９
第９表 分析試料一覧 …………………………………７３
第１０表 堆積物中の珪藻化石産出表

（種群は、千葉・澤井（２０１４）による）…７５
第１１表 分析試料一覧 ………………………………７９
第１２表 試料1 g 当りのプラント・オパール個数…７９
第１３表 能登・加賀における発掘された古代の道路

遺構 …………………………………………５４

図 版 目 次
巻頭図版１ 遺構遠景（南西から、加賀国府推定地方

向を望む）
上空から見た調査区全景（北から、淡津
駅推定方向を望む）

巻頭図版２ 調査区（１区）全景（南西から）
中世の道路遺構と路面幅（１区）（南西か
ら）

巻頭図版３ 調査区（３・４区）全景（南東から）
古代の道路遺構と路面幅（３区）（南西か
ら）

巻頭図版４ 古代と中世の道路遺構全景（１～３区）（上
空・東から）
調査区（５・６区）（南東から安宅駅推定
方向を望む）

図版１ 調査（０区）全景（南東から）
P２８遺物出土状況（南西から）
１区中世の道路状遺構（SD０１・０８）と水路（SD
０６）の全景（北東から）
調査（１区）全景（南東から）
１区道路側溝（SD０１）の全景（南西から）

図版２ １区道路側溝（SD０８）と水路（SD０６）の全
景（南西から）
１区道路側溝（SD０８）と水路（SD０６）の土
層断面（南西から）
１区水路（SD０６）土師器皿出土状況（南東か
ら）
１区水路（SD１１）完掘状況（北西から）
調査区（２区）全景（南東から）

図版３ 調査区（２区）全景（北東から）
２区 P１２周辺完掘状況（北から）
２区 P１２須恵器坏出土状況（北から）
２区縄文土器出土状況（南から）
調査区（３区）全景（北東から）

図版４ 調査区（３区）全景（北東から）
調査区（３区）全景（南東から）
３区古代の道路状遺構（SD１５・１６）検出状況
（南西から）

３区道路側溝（SD１５）掘削作業風景（北東か
ら）
３区道路側溝（SD１５）土層断面（北東から）

図版５ ３区道路側溝（SD１５）遺物出土状況（南西か
ら）
３区道路側溝（SD１５）須恵器双耳瓶出土状況
（南東から）
３区道路側溝（SD１５）完掘状況（北東から）
３区道路側溝（SD１５）土層断面（南西から）
３区道路側溝（SD１５）完掘状況（南西から）
３区 SD１８完掘状況（南東から）
調査区（４区）全景（南東から）
調査区（４区）全景（南から）

図版６ 調査区（４区）全景（北東から）
４区 SD２１完掘状況（南東から）
４区 SD２２完掘状況（北西から）
４区 SD２３周辺完掘状況（南東から）
４区畝溝群（SD４３・４４周辺）完掘状況（南
西から）

図版７ 調査区（５・６区）全景（南西から）
調査区（５・６区）全景（南西から）
５区 SD４５・畝溝群検出状況（北東から）
５・６区南 SD４５・６８（道路？）完掘状況（南
東から）
５・６区南 SD４５・６８（道路？）完掘状況（北
から）

図版８ ５区 SD４５（側溝？）上層断面（北西から）
５区 SD４５（側溝？）完掘状況（北西から）
６区 SD６８（側溝？）土層断面（南東から）
５・６区南畝溝群完掘状況（南西から）
５区畝溝（SD５７）土師器皿出土状況（西から）
６区北 SB０１完掘状況（南西から）
７区完掘状況（北東から）
８区完掘状況（南西から）

図版９ 出土遺物（０・１区）１
図版１０ 出土遺物（１～３区）２
図版１１ 出土遺物（３～６区）３
図版１２ 出土遺物（６区）４
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第１章 経 緯 と 経 過

第１節 調 査 の 経 緯
大領遺跡の発掘調査は、独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（以下、鉄道・運輸機構）
が所管する北陸新幹線建設事業（金沢・敦賀間）の工事に係るもので、石川県教育委員会および公益
財団法人石川県埋蔵文化財センター（以下、県埋文センター）が実施した。
北陸新幹線は「国民経済の発展及び国民生活領域の拡大並びに地域の振興を図るため、全国新幹線
鉄道整備法に基づき建設される新幹線鉄道」である。平成９（１９９７）年に東京駅から長野駅までが長
野新幹線として部分開業しており、平成２７（２０１５）年３月には長野駅から金沢駅までの区間が開業さ
れた。これに伴い、石川県内では平成１０（１９９８）～２２（２０１０）年度にかけて、津幡町地内から白山総
合車両所までの区間において発掘調査が実施された。
さらに、平成２４（２０１２）年６月に国土交通省による認可を受けて福井県敦賀までの延伸が決定され、
金沢駅から敦賀駅間の事業が開始されることとなった。同年８月北陸新幹線（金沢・敦賀間）建設工
事に着工し、同月には起工式が行われている。また、平成２７年１月、政府は完成・開業時期を３年前
倒しにして、令和４（２０２２）年度の開業を目指すことを決定した。令和３（２０２１）年３月、工事実施計
画の変更が国土交通省により認可され、令和５（２０２３）年度末の開業を目指して現在工事が行われて
いる。

北陸自動車道

国道８号線

犀川

手取川

梯川

大聖寺川

日本海

金沢駅

加賀温泉駅

小松駅

芦原駅

福井駅

九頭竜川

浅野川

金沢東ＩＣ

金沢西ＩＣ

美川ＩＣ

小松ＩＣ

片山津ＩＣ加賀ＩＣ

金津ＩＣ

丸岡ＩＣ

福井北ＩＣ

福井ＩＣ

北潟湖

木場潟

柴山潟

北陸新幹線　金沢・福井間

ＪＲ北陸本線

 大領遺跡 

白山総合車両所

第１図 北陸新幹線（金沢・福井間）概略図

白山総合車両所から福井県境までの工事計画範囲における埋蔵文化財の取り扱いについては、鉄
道・運輸機構鉄道建設本部大阪支社（以下、事業者）から石川県教育委員会文化財課（以下、県文化
財課）に照会があり、平成２６（２０１４）年からは事業者の依頼に基づき、用地買収が済んで試掘を実施
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293 埋蔵文化財が確認された範囲
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する環境が整った範囲から順に、県文化財課が平成２９（２０１７）年度にかけて埋蔵文化財分布調査等を実
施した。
その結果、県文化財課は計画範囲内に２２箇所の埋蔵文化財包蔵地が存在することを回答した。
大領遺跡が位置する今江町～大領町周辺の北陸新幹線建設事業に伴う試掘状況については、調査担
当の県文化財課からの提出資料に基づき報告する。事業地周辺では周知の埋蔵文化財包蔵地である大
領遺跡（古代）が知られており、平成２８（２０１６）年７月５日と１１月１８日に試掘調査を実施し、大領遺
跡の存在を確認した。今江町から大領町における基本層序は、耕土から浅黄色砂の地山層である。削
平されている箇所が多く、遺物包含層と考えられる層も確認できなかった。
平成２８年７月５日に実施された試掘のうち、試掘抗№３３７・№３３８・№３３９において土坑や溝などの

遺構を検出した。遺物は出土していないが、周辺の踏査で青磁片を１点確認した。周知内でもあり、遺
跡ありと判断すべきであるが、試掘の同意が得られていない箇所が存在するため、遺跡の範囲を確定
させるまでには至らなかった。試掘抗№３３６以南については遺跡の存在が確認されなかった。
平成２８年１１月１８日に実施された試掘調査において、基本層序は、耕土、灰褐色砂質土、黄灰砂質

土の地山となる。試掘坑№３７９で遺構を検出し、試掘坑№３８２の踏査では須恵器を確認した。なお、試
掘№３７９の市道を挟んで北西側は、小松市の試掘調査で埋蔵文化財無しとされていることから、埋蔵
文化財包蔵地外であると判断した。試掘№３８３～３８５については、耕土直下で灰色祖砂の地山を確認し
たため、削平されたものと考えられ、遺構・遺物も確認されなかった。
これにより、試掘抗№３７９～３８２の間を埋蔵文化財包蔵地と判断し、「周知の埋蔵文化財包蔵地、大

第２図 大領遺跡周辺試掘坑位置図 第３図 試掘調査柱状図
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領遺跡を確認した。」と事業者に回答し、平成２９年度に発掘調査を行うことで調整中とされた。
発見された遺跡のうち、１６遺跡の周知の埋蔵文化財包蔵地については、文化財保護法第９４条に基
づき発掘調査等の保護措置が必要となった。平成２５（２０１３）年度には、白山総合車両所内の本線部分
に係る宮保B遺跡や北出遺跡の本調査が実施された。平成２７年度は、新幹線小松駅舎部分の八日市
地方遺跡の調査が実施され、平成２８年度以降県埋文センターにより本格的な発掘調査が行われた。
県埋文センターは、試掘の結果埋蔵文化財調査が膨大な調査面積となることから、調査の効率化と
期間短縮を目的に、平成２８・２９年度に民間会社による調査支援を導入した。主な委託内容は、仮設建
物等の整備、現場の保守・管理、基準杭の設定、発掘機材の準備、作業員への指示・安全管理、図面
等の作成、台帳等の作成、空中写真測量などである。

第２節 発掘作業の経過

発掘調査の実施については、石川県教育委員会と県埋蔵文化財センターとの間で平成２９（２０１７）年
４月１日付けで発掘調査等業務委託契約を締結、それを受け文化財保護法第９２条１項の規定に基づく
発掘調査届（同年４月５日付け財埋第３号）を県教育委員会あて届出、教育長から「発掘調査届に対す
る通知について」同年４月５日付け教文第６９号）を受けた。依頼面積は１，９４０㎡である。また、現地
発掘調査作業および空中写真測量図化作業等に係る関連作業の支援を日本海航測株式会社（以下、支
援業者と略）に委託し、県埋文センター監理のもと実施した。担当者は次のとおりである。現場代理
人 村田道博、発掘補助員 竹中庸介、調査補
助員 福富星一
現地調査は平成２９年４月１３日から同年８月

２５日にかけて実施した（第３章参照）。４月５日
に事業者、JV、県文化財課、県埋文センター、
支援業者による現地打合せを行い、事前調整工
事の進捗状況、調査範囲、現地作業での注意点、
排水処理、仮設建物建上などについて協議・確
認をした。調査は調査区を南西側から北東側に
かけて、農道・水路などを挟み、０区～６区に
分けて行った。４月１３日より１・２区から重機
による表土除去作業を実施。４月１４日から支援
業者により機材・仮説建物等準備を着手、４月
２７日から作業員による現地での発掘調査を開
始した。５月１０日に３区の表土除去を行い、そ
の後調査を進め、５月１８日に２区、５月３０日に
１区の空中写真測量を行い、中世の道路側溝の
可能性のある溝や水路を検出、地山と考えてい
た砂層から縄文土器が出土した。６月１日より４
・５区の表土除去を開始し、６月２９日に０・３・
４区の空中写真測量を実施した。３区では古代
の道路側溝の可能性のある並行する溝や４区で

第４図 調査区・グリッド配置図（S＝１/１，５００）
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は畝溝状の溝などを検出した。７月７日に６区の表土除去を行った。７月２３日に現地説明会を開催し、
大雨の中多くの参加者が来場した。８月１９日に地元新聞に「平安期の道路遺構発見」とする新聞記事
が掲載された。８月１０日に５・６区の空中写真測量を行い、畝溝状の溝群や並行する溝を確認した。お
盆休みを挟み、補足調査と撤収準備作業を行いながら、６区西側で県文化財課による試掘調査に合わ
せて小規模な７区を設定し、その日のうちに写真測量を実施した。８月２５日に補足調査が終了し、８月
３０日に支援業者による仮設建物・機材等の撤収作業も完了した。
平成２９年８月２５日付け財埋第２２４号で教育長あてに発掘調査現地作業の完了報告を提出、現地調査
で出土した遺物については、遺失物法第４条の規定に基づき、同年８月２８日付け財埋２２５号で小松警
察署長に埋蔵物発見届を提出、同年９月１日付け教文第１５２９号で出土品が文化財として認定された旨
通知がなされた。なお、調査体制は第１表のとおりである。
また、県文化財課により、令和元年１１月に５・６区東側で工事立会による調査が行われた。調査区
を８区と設定し、畝溝を中心とする溝状遺構を検出した。成果は今回の報告に含めている。

第３節 整理作業の経過

事業者から依頼を受けた県教委の委託事業として、出土品整理作業のうち出土遺物の記名・分類・
接合・実測・トレース作業を平成３０年度に実施した。
令和元年度に木製品の樹種同定と石器・石製品の石質同定作業を株式会社パレオ・ラボに委託して
実施し、調査部県関係調査グループが担当した。
また、令和３年度に株式会社パレオ・ラボに花粉分析・珪藻分析・植物珪酸体分析を委託して行い、

調査部県関係調査グループが担当した。
報告書刊行については、令和元年度に一部の原稿・図版作成等を行い、令和３年度に残りの原稿・、
図版作成等を実施し、編集・校正作業を経て刊行することとなった。

調査年度 平成２９年度 整理年度 平成３０年度 整理年度 令和元年度 整理年度 令和３年度

調査期間 平成２９年４月１３日～同年８月２５日 整理期間 平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 整理期間 平成３１年４月１日～令和２年３月３１日 整理期間 令和３年４月１日～令和４年３月３１日

調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター
理事長 田中新太郎 調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長 田中新太郎 調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター
理事長 田中新太郎 調査主体 （公財）石川県埋蔵文化財センター

理事長 徳田博

総 括 柴田 正秋（専務理事） 総 括 紺野 欽一（専務理事） 総 括 紺野 欽一（専務理事） 総 括 田村 彰英（専務理事）

事 務 釜親 利雄（事務局長） 事 務 釜親 利雄（事務局長） 事 務 釜親 利雄（事務局長） 事 務 北谷 俊彦（事務局長）

総 務 横山 謙一（総務GL） 総 務 山口 登（総務GL） 総 務 伊藤 直（総務GL） 総 務 北谷 祥子（総務GL）

調 査

藤田 邦雄（所長）

整理

藤田 邦雄（所長）

整理

垣内 光次郎（所長）

整理

伊藤 雅文（所長）

垣内 光次郎（調査部長） 垣内 光次郎（調査部長） 伊藤 雅文（調査部長） 川畑 誠（調査部長）

松山 和彦（特定事業調査GL） 土屋 宣雄（特定事業調査GL） 久田 正弘（県関係調査GL） 柿田 祐司（県関係調査GL）

担 当
安中 哲徳（特定事業G専門員）

担 当
安中 哲徳（特定事業G専門員）

担 当
岩瀬 由美（県関係調査G主幹）

担 当
安中 哲徳（県関係G主幹）

神谷 英生（国関係調査G主幹） 安中 哲徳（県関係調査G主幹）

G：グループ、GL：グループリーダー

第１表 調査・整理体制組織表
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N

小松市

富山県

福井県

大領遺跡

石川県

岐阜県

第２章 位 置 と 環 境

第１節 地 理 的 環 境
大領遺跡は小松市大領町・今江町に所在する。小松市は南北に
長い石川県の南西部に位置する南加賀の中心都市である。昭和
１５（１９４０）年に２町６村が合併して市制が施行され、昭和３０・３１
（１９５５・１９５６）年の合併・編入を経て現在の市域は総面積３７１．０５
㎞２を測る。
地勢は南方の山間部が大勢を占め、中央の丘陵部、北方の平野
部に大きく分かれる。山間部の南端に位置するのが市内最高峰の
大日山（１，３６９m）であり、福井県境となっている。市域を流下
する一級河川梯川は白山山系大日連峰鈴ヶ岳（１，１７５m）に源を
発し、白山を中心とした加越山地を経てその北縁を成す江沼丘陵
及び能美丘陵を開析しながら平野部へ抜けて日本海へ注ぐ。下流
に広がる平野部は、梯川が氾濫を繰り返すことで形成された沖積
低地であり、手取川扇状地外縁部でもある能美平野が広がる。そ
の南西方に位置するのが小松平野であり、縄文海進期には海面下
であった。次第に海岸部には北西からの季節風の影響で海岸砂州
が発達し、それが土台となって海岸砂丘が形成されていく。それとともに海水面が低下したためにそ
の内側に取り残された海水が日本海から閉鎖されて潟となり、埋没して潟埋積平野となった。現在、
小松平野の海岸部には小松砂丘が形成され、それに平行して内陸部により古い中列砂丘（砂州）と内列
砂丘（砂州）が延びている。潟が埋まらずに潟湖として残ったのが最も古い内列砂丘の内側に位置する
今江潟と木場潟である。加賀市に所在する柴山潟を含めて加賀三湖と呼称されるが、そのうち今江潟
は埋め立てによって完全に農地化され、柴山潟や木場潟も埋め立てが進んだことにより縮小している。
大領遺跡は小松平野に位置し、木場潟と旧今江潟・柴山潟との間に能美丘陵から派生する標高５～

２０ｍの低丘陵である月津台地先端から北東５００ｍ先、木場潟北方の標高２～３ｍの微高地に立地する。こ
の微高地は月津台地の延長線上に延びる旧海岸砂州からなる浜堤であり、小松市の市街地は、この微
高地上に広がっている。現在では木場潟は前川によって梯川を経て日本海に通じているが、干拓以前
は小河川で結ばれた今江潟を経由して、そこから延びる前川が梯川に連結していた。また、中世後半
の史料から、内陸部の北陸道が加賀三湖の間を縫って現在の小松市街地に通じていたことが判明して
おり、水・陸上交通の利便性のよい場所であったことが窺われる。

第２節 歴 史 的 環 境

本遺跡周辺は木場潟や今江潟の干拓地によって陸地化したところが多いことからそれほど遺跡の密
度は高くはない。古来より陸地であった月津台地やその延長にある微高地、旧木場潟の対岸となる能
美丘陵上に遺跡が分布し、縄文時代からの遺跡が確認される。
縄文時代の遺跡はいくつか分布しているが、その多くが散布地である。草創期から後晩期までの土

第５図 遺跡の位置
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器が出土し、中期の竪穴建物が確認された今江五丁目遺跡（１２）を始め、縄文時代中期には月津台地
上で五郎座貝塚（８）、土百遺跡（１３）、矢崎宮の下遺跡（２１）などが確認される。後期以降は遺跡分
布の中心が丘陵部に移るが、本遺跡や八日市地方遺跡（７）など微高地上で後期から晩期の土器が出
土している。縄文海進の頃は海面下であったとされる小松平野では、後晩期以降、ようやく居住が可
能になりつつあったのだとみられる。
弥生時代も遺跡周辺は散布地が点在する程度であるが、約２㎞北に位置する小松駅周辺に北陸を代

表する拠点集落である八日市地方遺跡の集落が形成される。八日市地方遺跡では、遺跡を東西に貫く
川跡の両岸に多重の環濠に囲まれた居住域、その外側には墓域が広がっており、川跡の肩部付近では
玉生産や木器生産が行われていたとともに、貝塚や木の実の貯蔵穴なども確認された。大量の出土遺
物の中には、弥生時代中期前半、国内最古の柄付き鉄製鉇が含まれ、舶載鉄器の列島への普及過程を
解明する上での重要な発見となった。後期以降は梯川流域に遺跡が点在し、終末期以降に月津台地の
遺跡が増加する。
古墳時代になると、月津台地上に小規模な後期古墳が築造されており、三湖台古墳群と総称される。
全長３０ｍの前方後円墳、御幸塚古墳（１１）を始め、円墳の土百古墳（１４）、狐山古墳（１５）、矢崎Ｂ古
墳（２０）などが築造されたが、その多くはすでに消滅しており、金環や馬具などわずかな出土品が知
られるのみである。集落遺跡では矢崎宮の下遺跡（２１）で６世紀前後の竪穴建物が確認される。
飛鳥時代では薬師遺跡（１９）や矢崎宮の下遺跡で７～８世紀のＬ字型カマドを付設する竪穴建物を検
出しており、額見町遺跡を中心とした月津台地西南部地域以外にも朝鮮系の移民集落が分布していた
ことが判明した。また今江五丁目遺跡や狐山遺跡（１６）でも同時期の竪穴建物や掘立柱建物を検出し
ている。奈良・平安時代にかけては薬師遺跡や三谷大谷遺跡（２５）でも遺物が出土しており、薬師遺
跡では倉庫とみられる掘立柱建物の存在から末端官衙の要素かと指摘されている。今回、大領遺跡（１）
で新たに確認された北陸道とみられる道路遺構が、南西に位置する薬師遺跡近くを通っている可能性
もあり、交通の要衝に設置された公的機関が存在しても不思議はない。
中世には幸町遺跡（３）、三谷大谷遺跡などの集落遺跡や、御幸塚城跡（１０）、本折城跡（５）などの
城跡があり、前代より遺跡数が増加する。また、近世には丘陵部で瓦窯や再興九谷の窯跡が操業する。
三谷大谷遺跡では中世前半の大型掘立柱建物が検出されたと共に、中世後半の遺物も出土しており、
断続的に集落が営まれていたとことが分かる。幸町遺跡では多量の鍛冶関連遺物が出土したことから
中世後半の工人集落と推定されている。当時、その北西に位置する本折は絹の産地とされ、加賀三湖
の間を抜けて本折に至る中通り道は主要な街道として位置付けられていた。原料の調達、製品の出荷
に利便性のよい街道近くに幸町遺跡のような手工業生産に携わる集落が成立したのだろう。この街道
は、本遺跡で検出した道路遺構の理解にも関わってくる。御幸塚城跡や本折城跡はともに一向一揆の
攻防が繰り広げられた戦国時代から近世初頭の城跡とされ、御幸塚城跡では今も本丸跡や二ノ丸跡が
現存する。本遺跡東部に所在する県指定史跡である浅井畷古戦場（２）は、慶長五（１６００）年に金沢
へ帰還する途中の前田利長軍に丹羽長重軍が攻撃した場所とされ、戦死した利長軍の武将の供養塔が
建てられている。

参考文献

石川県小松市 ２０１０ 『図説 こまつの歴史 新修 小松市史１０』

絈野義夫 １９９２ 「５ 加賀平野」『アーバンクボタ ＮＯ．３１』 株式会社クボタ



第２章 位置と環境

－ 7 －

0 500m（1：25,000）

１．大領遺跡（縄文・古代・中世）
２．浅井畷古戦場（近世）
３．幸町遺跡（縄文・弥生・古代・中世）
４．多太神社境内遺跡（中世）
５．本折城跡（中世）
６．上本折遺跡（弥生～中世）
７．八日市地方遺跡（縄文～近世）
８．五郎座貝塚（縄文）
９．今江横穴群（不詳）
10．御幸塚城跡（中世）
11．御幸塚古墳（古墳）
12．今江五丁目遺跡（縄文～中世）

13．土百遺跡（縄文）
14．土百古墳（古墳）
15．狐山古墳（古墳）
16．狐山遺跡（古墳）
17．今江向ノ山遺跡（弥生）
18．串カンノヤマ B遺跡（古墳）
19．薬師遺跡（縄文～古代）
20．矢崎 B古墳（古墳）
21．矢崎宮の下遺跡（縄文～中世）
22．三谷遺跡（縄文）
23．三谷 B遺跡（弥生・古墳）
24．三谷トガ谷遺跡（不詳）

25．三谷大谷遺跡（古代・中世）
26．三谷大谷横穴群（不詳）
27．蓮代寺 B遺跡（縄文・中世）
28．蓮代寺瓦窯跡（近世）
29．蓮代寺窯跡（近世）
30．蓮代寺ムコン山製鉄跡（中世）
31．蓮代寺ニューバ山遺跡（古代）
32．蓮代寺城跡（不詳）
33．三谷大谷 A製鉄跡（不詳）
34．三谷大谷 B製鉄跡（不詳）

電子地形図 25000（国土地理院）を加工して作成
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第６図 周辺の遺跡（S＝１/２５，０００）
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第３章 調査の方法と成果

第１節 調査の方法
南北に細長い調査区は、東西方向の農道や水路が横断している箇所で複数に分断されたことからそ
れらを境としてそれぞれの調査区を南西から北東方向へ０区から６区と呼称した。また、６区西側では
調査と並行して文化財課の試掘・確認調査により追加となった７区及び令和元年度に５区東側で文化
財課の工事立ち合いにより調査された８区を設置している（巻頭図版１、第４・７～９図）。
グリッドは平面直角座標系に則した１０ｍ間隔とした。交点の杭名称を東西方向は西から東へアル
ファベットで、南北方向は南から北へ算用数字で表し、南東杭の名称をグリッド名とし１０mメッシュ
をD７区等と呼称した（第１章第４図）これを利用し、遺構の位置や遺物取り上げ地点の整理に利用
した。遺構番号・遺物報告番号は区で分けることなく通し番号を付している。

第２節 層 序

本遺跡は約７，３００年～５，３００年前頃の縄文時代に形成された内陸砂州（沿岸州）東端の潟埋積平野
との境界付近に立地することから、各調査区に共通して海成砂を中心とする堆積土を確認した。後世
の耕地整理により遺構面は削平を受け、耕作痕が掘り込まれており、上部には暗オリーブ褐色細砂を
中心とする近世以降の耕作土が堆積していた。奈良・平安時代～中世の遺構検出面となる基盤層は黄
色～黄褐色細砂を中心とするが、上面からは縄文・弥生土器が出土する。
各調査区の壁断面写真と土層断面図を合成したものを総括後ろの第６５図～第７５図に掲載した。

第３節 遺構と遺物

１．０区（第１０・４６図、第２表、図版１・９）

０区は狭小であるため遺構は少ないが、P２８の基盤層と遺構検出で弥生前期とみられる土器片が出
土し、第４６図１、２に図示した。１は内外面、２は外面に条痕文がみられ、１には外面に赤彩とススの
痕跡が残る破片もある。

２．１区（巻頭図版２・４、第１０～１３図、第２表、図版１・２・９・１０）

延長約３０m、幅約１１ｍの台形状を呈する調査区であり、中世の道路遺構の両側側溝とみられる SD
０１・０８や水路状の溝 SD０６と並行する溝 SD１３や直交する溝 SD１１、SD０８西側に並行して並ぶ小穴
列などを検出した。
SD０１ 延長約２０mを確認した中世道路遺構の東側側溝とみられる溝で、主軸はN５５°Eで北東－南
西方向に走る。幅４０～８０㎝、深さ１７～２７㎝を測り、底面レベルは南西側に向かってわずかに低くなる。
南壁側の一部に浅いテラスが確認され、土層断面の観察からすればやや北西に場所を移して掘り直し
が行われたか、別溝を切り込んでいるかのいずれかであろう。テラス部分の深さや覆土は並行して検
出された SD０２・０３に類似する。SD１０～１２を切り込んでいる。
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第７図 全体図・調査区位置図（S＝１/８００）
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第８図 全体図①（S＝１/４００）
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第９図 全体図②（S＝１/４００）
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遺物は第４６図３～６を図示した。４は青磁碗の胴部片で、外面にかすかに鎬蓮弁が確認される。３、５
は越前焼で、３は甕片を転用した円盤状陶製品、５は甕口縁端部片である。端部の方形化が進み、外面
の稜も形骸化していることから１５世紀中葉頃の製品とみられる。
SD０２ 長さ６．４ｍで北東－南西方向に走る。幅４０～５０㎝、深さ２～６㎝を測る。北東側の延長上に同
軸の SD０４があり一連の溝とみられる。遺物は縄文土器片が出土した。
SD０３ 長さ４ｍで北東－南西方向に走る。幅３０～４８㎝、深さ１～７㎝を測る。北東側の延長上に同軸
の SD０５があり一連の溝とみられる。SD０２とは１．２ｍの距離を持って並行する。
SD０４ 長さ３．８ｍで北東－南西方向に走る。幅３６～４８㎝、深さ２～９㎝を測る。南西側の延長上に同
軸の SD０２があり一連の溝とみられる。
SD０５ 長さ５．９ｍで北東－南西方向に走る。幅３８～４８㎝、深さ２～３㎝を測る。南西側の延長上に同
軸の SD０３があり一連の溝とみられる。SD０４とは１．１～１．２ｍの距離を持って並行する。
SD０６ 延長約２０mを確認した、水路とみられる溝で北東－南西方向に部分的に湾曲しながら走る。
幅１１２～２２０㎝、深さ２７～５０㎝を測る。二段掘りとなっており中心部分が深い。これは、土層堆積の観
察から掘り直しが認められ、最終段階の溝が中心部分に深く掘削されたため、結果的に二段掘りに見
えるだけである。湾曲部分で SD１１が直交し接続するが、掘り直し後の SD０６は SD１１より新しい。遺
物は第４６図７～９が出土した。
SD０７ 長さ２．２mで北東－南西方向に走る。幅２２～３０㎝、深さ３～６㎝を測る。
SD０８ 延長約１８．６mを確認した中世道路遺構の西側側溝とみられる溝で、北東－南西方向に走る。
幅３６～６６㎝、深さ１０～３７㎝を測り、底面レベルは南西側に向かってわずかに低くなる。
本遺構は SD０１と並行しており、セットで中世の道路遺構の両側側溝になるとみられる。SD０１と
の芯々距離は約７．５m、路面幅は約７mである。路面は削平のため残っていない。
遺物は第４６図１０、１１が共に上層から出土した。１０は越前焼で、卸目などは確認できないが、内面

が平滑であることからすり鉢片とみられる。１１は瓦質土器の火鉢類で、外面は蕨手文と菊花のスタン
プで加飾される。
SD０９ 長さ２．６ｍで北西－南東方向に走る。幅１８～３６㎝、深さ５～７㎝を測る。南東側の延長上に同
軸の SD１２があり一連の溝とみられる。SD０５より新しい。
SD１０ 長さ４．９ｍで北西－南東方向に走る。幅４６～６０㎝、深さ４～８㎝を測る。SD０９とは約１ｍ、SD
１０とは０．８ｍの距離を持って並走する。SD０１より古い。
SD１１ 長さ４．９ｍで北西－南東方向に走る。幅４６～６０㎝、深さ２５～３５㎝を測る。SD１０とは２．４ｍ距
離を持って並走する。SD０１、掘り直し後の SD０６より古い。遺物は第４６図１２、１３を図示した。１２は
青花碗小片、１３は鉄製の角釘である。
SD１２ 長さ２．６ｍで北西－南東方向に走る。幅２８～４８㎝、深さ２～４㎝を測る。北西側の延長上に同
軸の SD０９があり一連の溝とみられる。SD０１より古い。
遺物は第４６図１４を図示した。瀬戸・美濃焼の内禿げ皿底部で、削り出し高台である。１６世紀後半
の製品である。
SD１３ 延長９．６mを確認した。北東－南西方向に走る。幅３７～９６㎝、深さ４～１４㎝を測る。部分的
に二段掘りとなる。
SD１４ 延長５．４mを確認した。北東－南西方向に走る。幅２０～３０㎝、深さ５～９㎝を測る。SD０８に
切られている。
遺物は第４６図１５の越前焼甕の肩部小片、１６の大型のフイゴ羽口先端部を図示した。
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第１０図 ０・１区断面実測箇所図（S＝１/１５０）
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第１１図 １区 SD・P２７断面実測図１（S＝１/４０）
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第１３図 １・２区遺物出土状況図（S＝１/１０）
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P２３ 第４６図１７の鉄製品が出土した。平たい形状から鑿状の工具とみられる。
ベース（基盤層）中 第４６図１８・１９が出土した。１８は縄文土器鉢片で、外面はミガキと凹線文で加
飾する。一箇所、焼成前穿孔が確認される。１９は磨石片で、全面が使用のため平滑である。

３．２区（巻頭図版４、第１３～１７図、第２・３表、図版２・３・１０）

１区とは農道を挟み、延長約２９m、幅約１１ｍの長方形状を呈する調査区であり、調査区中央付近で
小穴群や土坑などを検出した。また、基盤層の砂層 SX０１からは縄文土器がまとまって出土した。
ピット P０４、０７～１１、１３を図示した。P０８～１１は芯々で９０～１１０㎝の距離をもって南北に近い軸で
並んでいる。ただし、土層断面の観察では柱痕跡は明確ではなく、杭・柱列とまでは言えない。
遺物は P０４から第４７図２２、P１２から第４７図２３、P１５から第４７図２４、P１８から第４７図２５が出土し

た。２３は須恵器無台椀である。底部は回転糸切りであり、器壁も薄いことから１０世紀代に降る製品
とみられる。２５は染め付けの小杯で、近代以降の製品である。他に P０５からは陶胎染付碗も出土し
た。
SK０１ 短軸６０㎝、長軸２５６㎝の長円形を呈す。深さは最深部で４５㎝を測る。土層断面の観察からい
くつか別遺構が重複しており、東半部の土坑を西半部のピット状の耕作痕が切り込んでいるようであ
る。SK０２と合わせ風倒木痕の可能性があるが、第４７図２０の縄文土器深鉢片が出土した。
SK０２ 短軸８０㎝、長軸１８０㎝の不整形土坑で、深さは１４～２７㎝を測る。東部の凹みは古い別遺構の
可能性があり、その部分を除けば第２層オリーブ褐色細砂でほぼ一気に埋まっている。
SK０３ 短軸７０㎝、長軸２０６㎝の長円状で、深さは最深部で４９㎝を測る。土層断面第１～３、又は第１～
３、６・７層部分は第４・５・８層部分より新しい別遺構の可能性がある。
SK０４ 長軸７０㎝、深さ２１㎝の不整円形の土坑である。P１４より古い。
SK０５ 径７０㎝、深さ２６㎝の略円形土坑である。SK０４より古い。
SX０１ 調査区中央やや南寄りの基盤層から第４７図２１の縄文土器片などが集中して出土した箇所を
SX０１とした。掘り込み等は確認されておらず、内陸砂州形成時の埋没であろう。２１は小型の深鉢で
口縁はわずかに波状となる。全体に被熱し、外面上半にススが付着していることから、底から三分の
一程度を灰に埋めて煮炊きに使用されたことが分かる。縄文時代後期の土器である。他に SX０１周囲
を掘り下げたトレンチからも縄文土器片が複数出土した。

４．３区（巻頭図版３・４、第１８～２５図、第３表、図版３～５・１０・１１）

延長約２９m、幅約１１ｍの長方形状を呈する調査区であり、調査区内を南西－北東方向に幅約１５０㎝
の並行する２本の溝 SD１５・１６を確認した。古代の道路遺構の側溝とみられる。SD１６北側には区画
溝とみられる L字形の溝 SD１８を検出した。他に道路遺構より古い風倒木痕 SK０６を確認している。
ピット P２９・３１・３２、P３５～３７を図示した。P２９・３１・３２は図示しなかった P３０を含めて SD１８内
側の上端に接して並んでおり、覆土も共通することから一連の遺構と推定される。
SK０６ 径２６０㎝以上、深さ４７㎝の土坑である。SK０７、道路側溝 SD１６より古い。風倒木痕とみられ、
他にも風倒木痕がみられることから、道路構築前には、周辺は林が広がっていた可能性がある。
SK０７ SK０６、SD１６の上面で検出した。径８８～１００㎝の略円形を呈し、深さは１９㎝を測る。
SK０８ 短径９０㎝、長径１８６㎝の長円形を呈し、深さは２７㎝を測る。土層断面から壁面が崩落して埋
まった様子が窺えることから、一定期間開口していたことが窺われる。
SK０９ 径７８㎝以上、深さ２４㎝の遺構であるが、東部を試掘坑により損壊を受けており全形は不明で
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第１４図 ２区断面実測箇所図（S＝１/１５０）
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第１５図 ２区 SK断面実測図１（S＝１/４０）
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第１６図 ２区 SK断面実測図２（S＝１/４０）
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第１７図 ２区 Pit 断面実測図（S＝１/４０）
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第１８図 ３区断面実測箇所図（S＝１/１５０）
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ある。SK０７同様に一定期間開口していたことが窺われる土層堆積である。深さが類似すること方試
掘坑を挟んで対峙する SK１１と同一遺構かもしれない。
SK１０ 径２１０㎝以上、深さ２４㎝の遺構であるが、西部を試掘坑により損壊を受けており全形は不明
である。
SK１１ 径９０㎝以上、深さ１９㎝の遺構であるが、西部を試掘坑に、北部を SK１０に切られていること
から全形は不明である。試掘坑を挟んで西側にある SK０９と同一の遺構の可能性もある。
SK１２ 短径２００㎝、長径２７０㎝の略円形を呈し、最深部で６３㎝を測る。内部の構造が不整形であるこ
とから風倒木痕と推定される。bc 間の土層断面図から、北西部に別遺構が重複している可能性もある。
SK１３ 短軸６６㎝、長軸４４０㎝の溝状遺構で、最深部で５４㎝を測る。ほぼ南北軸に沿う。底面が不定
形であり、用途は不明だが、ある程度埋まった段階で掘り直しされている。
SK１４ 短軸９０㎝、長軸２５０㎝の不整形土坑で、深さは２１㎝を測る。風倒木痕とみられる。
SD１５ 幅１１６～１７２㎝、深さ３４～５９㎝を測り、延長１８．１mを検出した。主軸はN６０°Eで、北東－
南西方向に走る古代の道路遺構の東側側溝とみられる。路面は削平を受け遺存していない。
遺物は第４７図の２６が上面から、２７・３０が上層から、２８・２９が下層から出土した。２６は型作りの紅

皿で、外面は蛸唐草文で加飾される。内面は全面施釉だが、外面は口縁部付近のみ釉がまばらに施さ
れている。１９世紀中葉以降の製品であり、重複する近世以降の耕作痕からの出土品とみられる。２７～
２９は須恵器で８世紀後半～９世紀前半頃のものである。道路の存続時期に関わる遺物であるが、周囲
に集落遺構は確認できず、出土数も少ないため、道路の正確な構築開始時期や存続幅は不明である。
２７は甕片、２８は盤底部、２９は双耳瓶である。他に須恵器杯もしくは盤底部も出土している。
SD１６ 幅１２２～１６２㎝、深さ２１～５０㎝を測り、延長１７．６mを検出した。北西側が部分的に二段掘り
となっている。底面はかなり凹凸があるが、相対的に見ると南西方向がやや低くなっている。主軸は
N６０°Eで、SD１５と直線的に並行していることから、古代の道路遺構の西側側溝とみられる。
SD１５とは芯々距離で約９．５m、路面幅は約８mを測る。路面部分は削平により遺存していない。主
軸を北東方向へ延長すると、小松市古府町の加賀国府推定地や佐々木遺跡、能美窯跡群など古代の遺
跡へと至る。
遺物は第４７図３１が上面から、３０・３２が上層から出土した。３０は中世土師器皿で、内外面とも被熱

しており、器表が層状に剥離している。他に須恵器瓶類が出土している。
SD１７ 幅５０～１２０㎝、深さ５～１２㎝を測り、延長６．２mを検出した。SD１６より古く、SK１２より新し
い。
SD１８ 幅７２～１３０㎝、深さ１４～２５㎝を測る矩形の溝である。形状から区画溝と推定されるが、やや
間を置いて北側に位置する４区で続きが検出されていないことから、調査区間で L字状に止まるのか、
長方形区画となるのか不明である。
遺物は第４８図３３～３５が出土した。３３・３４は縄文土器深鉢片、３５は打製石斧で、周辺基盤層からの
混入遺物とみられる。
SD１９ 幅３０㎝弱、深さ７～１１㎝を測り、延長３．１mを検出した。SK１２、SD１５より古い。
その他 試掘坑から出土した瓦質土器を第４８図３６に図示した。胎土に雲母を定量含む。他に検出面
から瓦質土器底部片が出土した。

５．４区（巻頭図版３、第２６～３１図、第３表、図版５・６・１１）

３区とは農道を挟み、延長約２５m、幅約１１ｍの長方形状を呈する調査区であり、南西角で検出した
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第１９図 ３区 SK断面実測図１（S＝１/４０）
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第２０図 ３区 SK断面実測図２（S＝１/４０）
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第２１図 ３区 SK断面実測図３（S＝１/４０）
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第２２図 ３区 SD１８周辺断面実測図１（S＝１/４０・６０）
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第２３図 ３区 SD１８周辺断面実測図２（S＝１/４０）
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第２４図 ３区 SD断面実測図１（S＝１/４０・１/８０）
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第２５図 ３区 SD・Pit 断面実測図２（S＝１/４０）
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第２６図 ４区断面実測箇所図（S＝１/１５０）
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溝 SD２２は、３区 SD１８とセットの遺構になる可能性がある。調査区中央からやや南寄りには南東－
北西方向に延びる溝 SD２１を確認した。この溝を境に北側の５・６区にかけて畝溝群を検出した。また、
畝溝より新しい近世以降の溝 SD２３を検出した。
SK１５ 短径１１０㎝、長径８２㎝の楕円形を呈し、深さは８～２６㎝を測る。底面には短辺に平行する細溝
状の落ち込みが複数見られる。
SK１６ 短径６６㎝、長径１００㎝の楕円形を呈し、深さは１１㎝を測る。
SD２１ 幅６２～９６㎝、深さ１１～２１㎝を測る。北西－南東方向の延長１１．７mを検出した。南東部では SX
０３を切り込み、北西部では攪乱を受けている。
SD２２ 幅３８～５０㎝、深さ８～２８㎝を測り、延長４．７mを検出した。
SD２３ 幅８２～１４０㎝、深さ２１～５３㎝を測り、延長１０mを検出した。SD２５・３６～３９・４３・４４を切り
込む。bc 間土層断面図３・４層は５～１２層堆積後の崩落土とみられることから、下半が埋没した後、再
度溝として利用されたか、一定期間開渠していたか何れかであろう。初段階の溝では、９層に砂の互
層堆積がみられるため一時的に流水があったかもしれない。出土遺物から、下層は１６世紀以降、上層
は１８世紀以降の埋没とみられる。
遺物は第４８図３７～４３を図示した。４３が下層から出土した以外は全て上層出土である。３７は越前焼
甕片を転用した円盤状陶製品である。３９は肥前系磁器の染付け碗、４０は同じく肥前系陶器の皿である。
４１は薄手の瓦質土器片である。傾きはもう少し起きる。金属模倣の火鉢類である。３９～４１は１８世紀
以降の製品であり、埋没過程で混入した遺物であろう。４２は炉壁で、強く被熱している。４３は瀬戸・
美濃焼丸皿とみられる底部で、内面に印花文が施される。１６世紀前半の製品である。他に肥前系陶器
皿・すり鉢口縁が出土した。
SD２４ 幅３６～５４㎝、深さ５～９㎝を測り、延長４．５mを確認した。北西－南東方向に走る。南東部を
攪乱に切られている。北東側の SD２５とほぼ並行し、規模も類似することから関連遺構かもしれない。
その場合、本遺構北西部の浅い段は別遺構となる可能性もある。
遺物は第４８図４４の須恵器甕片を図示した。

SD２５ 幅３２～５０㎝、深さ４～８㎝を測り、延長３．３mを確認した。北西－南東方向に走る。北西部を
SD２３に切られる。
SD２６ 調査区北東端で検出した矩形の溝である。幅４０～４６㎝、深さ８～１０㎝を測る。SD３６を切り込
んでいる。
SD２７ 幅２４～４０㎝、深さ１５～２５㎝を測る北西－南東方向の溝で、延長６．７mを確認した。北西部は
SD２３に切られているとみられる。
SD２８ 幅６０～７８㎝、深さ６～１３㎝を測る北西－南東方向の溝で、延長６．４mを確認した。SD２９を切
り込み、北東－南西方向の SD４０・４３・４４に切られる。
SD２９ 幅４０㎝、深さ３～５㎝、長さ２．４mを測る。SD２８・４３に切られている。
SD３０ 幅２８～５０㎝、深さ５～８㎝を測り、延長５．５mを検出した。北西－南東方向の溝である。SD
４３・４４に切られている。
SD３１ 幅３０～４８㎝、深さ５～８㎝を測り、延長２．２mを検出した。北西－南東方向の溝である。SD
４３・４４に切られている。SD３０と約１．２mの距離を持って並行し、規模も類似していることから関連
する遺構と推定する。
SD３２ 幅３６～５０㎝、深さ４～１０㎝を測り、延長２．２mを検出した。北東－南西方向の溝であるが、南
西部は西側にやや方向を変える。
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第２７図 ４区 SK・Pit 断面実測図（S＝１/４０）
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第２８図 ４区 SD断面実測図１（S＝１/４０）
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第２９図 ４区 SD断面実測図２（S＝１/４０）
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第３０図 ４区 SD断面実測図３（S＝１/４０）
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第３１図 ４区 SX断面実測図（S＝１/４０）
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SD３３ 幅２２～２８㎝、深さ４㎝、長さ１mを測る、北西－南東方向の小溝である。SD４１・４４に切られ
る。
SD３４ 幅２５㎝、深さ６㎝、長さ０．５mを測る、北西－南東方向の小溝である。SD４４に切られる。
SD３５ 幅５４～９４㎝、深さ９～３８㎝、長さ３．６mを測る。部分的に深くなっている。SD４３・４４に切ら
れる。
SD３６～３９ 幅２５～４８㎝、深さ５～１４㎝、長さ１．２～１．６mの並行する小溝群である。北東－南西方向
の軸を持ち、SD２３・２６に切られる。SD３８は、SD４３の北東側延長に位置することから同一の溝であ
る可能性もある。
SD４０ 幅３６㎝、深さ１１㎝、長さ０．６mを測る。SD２８より新しい。
SD４１ 幅２２～３８㎝、深さ４～７㎝、長さ１．８６mを測る。SD３３を切り込み、SD２８に切られている。
SD４２ 幅２８～５４㎝、深さ２～７㎝、長さ１．８mを測る。SD２８に切られる。
SD４３ 幅４２～７０㎝、深さ１１～１６㎝を測り、延長１０mを検出した。SD２８～３０を切り込み、SD２３・
２７に切られる。
SD４４ 幅３０～５０㎝、深さ６～１８㎝を測り、延長６．５mを検出した。SD２８・３０・３１を切り込み、SD
２７に切られている。
SX０２～０４ SX０２・０３は共に浅い落ち込みで、SD２１に切られている。SX０４は不整形な落ち込みで
あり、風倒木痕と判断された。
その他 検出面から縄文土器片、表土から中国製青磁の線描き蓮弁文碗、肥前系磁器皿が出土した。

６．５・６区（巻頭図版４、第３２～４４図、第４表、図版７・８・１１）

５・６区は、４区とは市道を挟み、延長約６４m、幅約１１ｍの調査区であり、東側の畑への進入路を境
に当初は平行四辺形状に５区を先行して延長約１７ｍ分を調査着手したが、のちに進入路の撤去が可能
となり北側の約４７ｍ分を三角形状に６区として追加し、一体で調査を行った。幅約１１ｍで道路遺構の
両側側溝の可能性がある並行する溝 SD４５・６８がある。図化できる出土遺物は無く、時期不明である
が、中世とみられる直交する畝溝群を切る。６区中央には近代以降の自然流路NR０１があり、北東側
には掘立柱建物状の SB０１が接しており、出土遺物から近代以降の建物基礎とみられる。
SK１７ 短径６４㎝、長径８６㎝、深さ２２㎝を測る段掘りの不整形土坑である。
SK１８ 短径８６㎝、長径１４０㎝以上、深さ３７㎝の長円形土坑で、北東部は調査区外となる。
SK１９ 短径５２㎝、長径１００㎝、深さ１４㎝の略三角形の土坑である。
SK２０ 短径６０㎝、長径１２０㎝以上、深さ２６㎝の長円形を呈す。SD６５・９４を切り込み、P４９・５３に切
られている。
SK２１ 短径１１２㎝、長径１３６㎝、深さ１３～２０㎝の略円形土坑である。NR０１に切られ、畝溝を切り込
んでいる。遺物は近代のガラス製の栓が出土した。
SD４５ 幅６０～９６㎝、深さ１８～３６㎝、５・８区合わせて延長１７．２mを検出した。主軸はN３５°Wの南
東－北西方向に走る溝で、北西に向かって底面が低くなっている。直角方向に走る畝溝群を全て切り
込んでいる。
同軸の SD６８とセットを成して道路側溝となる可能性もあり、側溝の芯々距離は約１１．２m、路面幅
は１０．２mを測り、１区で検出した道路遺構とは、主軸方位でほぼ直交している。主軸を海側へ延長す
ると、小松市安宅町の安宅湊や古代北陸道安宅駅推定地付近へと至る。
SD４６ 幅２４～５６㎝、深さ４～２５㎝、長さ５．８ｍを測る。直交する全ての溝に切られている北西－南西
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方向の溝である。
SD４７ 幅３２～５０㎝、深さ７～１２㎝を測り、延長５．３mを検出した。SD５３の延長上に当たることから
同一溝の可能性がある。
SD４８ 幅３２～５８㎝、深さ６～１９㎝、長さ５．８ｍを測る。SD４６を切り込み、SD４５・９７に切られる。SD
４５を挟んで北東側に SD５２が延びることから同一溝の可能性がある。同軸の SD９１と覆土が近似して
いることから、SD６９や SD９１など等間隔で並ぶ溝とセットの畝溝とみられる。
SD４９ 幅４０～８０㎝、深さ１～１８㎝、長さ１８．９mを検出した。部分的に二段掘りになっており、内部
の凹凸も多い。直交する溝をほぼ全て切り込んでいるが、SD４５にのみ切られている。
SD５０ 幅３６～５４㎝、深さ４～１５㎝、長さ１０．２mを測る。畝溝群UM０２を切り込み、SD４５・４９・６８
に南側及び両端を切られている。
SD５１ 幅３４～４８㎝、深さ５～１７㎝、延長６．８mを検出した。SD７４・７１を切り込み、SD４５に切られ
ている。
SD５２ 幅３４～４４㎝、深さ４～１４㎝を測り、延長８mを検出した。
SD５３ 幅３０～６０㎝、深さ３㎝、長さ２．９mの溝で、SD５４を切り込み、SD７１に切られる。
SD５４ 幅２０～４２㎝、深さ３、４㎝、長さ５．３mの北西－南東の溝で、直交する全ての溝に切られてい
る。
SD５５ 幅３０～４０㎝、深さ３㎝、長さ１．３mの小溝である。SD７１に切られている。
SD５６ 幅３４～５０㎝、深さ１０～１８㎝を測り、延長３．３mを検出した。SD７１を切り込んでいる。
SD５７ 幅２５～３２㎝、深さ５～１０㎝、長さ２．７mを測る北西－南東の溝で、北東－南西方向の溝に切
られている。
遺物は第４８図４５・４６を図示した。４５は中世土師器皿小片、４６は椀型滓である。４５は１５世紀前後の
製品であろう。
SD５８ 幅３４～６０㎝、深さ５～１６㎝を測り、延長８．１mを検出した。SD８３・８４、畝溝を切り込み、SD
４６に切られている。
SD５９ 幅３０～４０㎝、深さ８～１３㎝を測り、延長４．２mを検出した。
SD６２ 幅３６～６０㎝、深さ１５～１７㎝を測り、延長６mを検出した。自然河道に切られている。陶製片
口口縁部が出土した。
SD６５ 幅３２～４８㎝、深さ１０～１３㎝、長さ６．２mを測る。両端を直交する溝に切られている。１４世紀
以降の中世土師器皿が出土した。
SD６８ 幅６６～８５㎝、深さ１８～２７㎝を測る。６・７区合わせて南東－北西方向に延長１９mを確認した。
直交する溝を切り込んでいる。主軸はN３５°Wで、SD４５とセットで道路遺構になる可能性があり、
両溝の芯々距離は約１１．２m、路面幅は１０．２mを測る。
SD７０ 幅３６～４８㎝、深さ１０㎝、長さ１．２mの小溝で、畝溝群UM０１を前後する時期に掘削されている。
SD７１ 幅２６～４４㎝、深さ１０～２７㎝を測り、延長６．０mを検出した。SD５３・５５を切り込む以外は直
交する溝に切られている。
SD７４ 幅３４～７６㎝、深さ１６～２０㎝､長さ１０．１mを測る。SD７１及び畝溝群UM０２を切り込み、SD
４５・６８に切られる。
SD８６ 幅３６～４４㎝、深さ８～１６㎝、長さ６．５mを測る。SD６８・７４に両端を切られている。
SD８７ 幅２６～３０㎝、深さ４～９㎝、長さ約４mを測るやや湾曲した溝である。SD７９・８０を切り込み、
SD６８に切られる。
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第３２図 ５・６・７・８区断面実測箇所図１（S＝１/１５０）
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第３３図 ６区断面実測箇所図２（S＝１/１５０）
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SD８８ 幅３６～４０㎝、深さ１０㎝、長さ３．７mを測る。SD７９・８０を切り込み、SD６８に切られる。
SD９１ 幅３０～４４㎝、深さ７～１３㎝、長さ１０．５mを測る。北東部はカクランを挟んで延長に SD５６が
延びることから同一溝の可能性がある。
SD９３ 幅４０～５０㎝、深さ１７～２０㎝を測り、延長４mを測る。南西部を直交する溝に切られている。
SD９５ 幅４０～７０㎝、深さ７～１５㎝を測る。コの字状を呈しているが、北西部が調査区外となるため
全形は不明である。SD６０を切り込み、P４１に切られる。
SD９６ 幅３６～４５㎝、深さ１０㎝前後、長さ３．５mを検出した。北東部で SD９７と連結して矩形を呈す。
SD９７ 幅３２～５０㎝、深さ５～２３㎝を測り、延長６．４mを検出した。南東で SD９６と連結する。SD４７
・４８・６９を切り込み、SD４９切られる北西－南西方向の溝である。
畝溝群UM０１ ５区南西部で検出した北西－南東方向の細溝群である。幅４０㎝前後を中心とし、深さ
は最大でも１０㎝程度である。長さは調査区内に全て収まっているもので５．６ｍ、畝間は２０～４５㎝を測
る。UMO０１‐７が SD５８に、UMO０１‐１１が SD７０に切られる。
畝溝群UM０２ ５、６区境で検出した。北西－南東の溝２条である。
畝溝群UM０３ ６区南西部で検出した北東－南西方向の溝である。幅１８～４２㎝、深さ２～８㎝を測る。
長さは短いもので１m、長いもので６m、畝間は１０～８０を測る。
自然河道NR０１ 幅５～６m、深さ約７０㎝を測る北西－南東方向の流路である。中央付近には横木と杭
で導水施設を設営していた。
遺物は第４９図６１～６３を図示した。６１は口銹の磁器皿で、近代以降の製品である。６２・６３は木製品
で、６２は板状であることから容器の一部であろう。６３は自然木の先端部を加工した杭である。他に国
産磁器蓋が出土した。
その他 表土から第４８図４７の土器火鉢が出土した。６４～６６は粗割り材の先端を加工した杭である。他
に表土から肥前系磁器碗が出土した。
柱列（ピット群） ６区NR０１北側に整然と並ぶピット群であり、P４１～５８の１８基を検出した。一辺
７４～１１０㎝を図る方形で、１００㎝前後を主体とする。深さは２１～４５㎝を測り、底面は概ね平坦である。
土層断面の観察から、幅５０～６４㎝程度の構造物が埋設されていた痕跡が見えることから建物等の基礎
と判断され、３×５間以上の建物とみられる。当初は古代の総柱建物を想定して掘削を行ったが、出土
遺物から近代以降の遺構である。
遺物は第４８・４９図４８～６０が出土した。４８・５４は炉壁、４９は刷毛目文様の肥前系陶器碗、５０は国産
磁器碗、５２は国産磁器染付皿、５１は徳利口縁部、５３・５９は肥前系磁器の青磁瓶類口縁部と紅皿、５５
は中国製の青磁端反り皿、６０は瀬戸・美濃産の磁器蓋で、赤絵により加飾される。５８は棒状の木製品
である。５６は端部を鋭角に成形して刃部を作出し、刃部が弧を描くことから環状石斧の可能性がある。
５７は台石又は敲石の断片であろう。４９・５０・５２・５３は１８世紀代、５１・５９・６０は１９世紀以降の製品であ
る。５５～５７は混入遺物である。他に中世土師器皿、瀬戸・美濃産磁器色絵碗、土瓶または行平鍋、肥
前系陶器、銅緑釉碗、外底部に墨書された白磁皿、磁器製飛行機玩具、磁器製ボタンなどが出土した。

７．７区（第３２・３４～４１図、図版８）

６区 SD６８・７９・８０の続きとみられる溝を検出した。図化できる遺物は出土していない。

８．８区（第３２・４５図、図版８）

５区 SD４５や SD５８・UM０１の続きとみられる畝溝を検出した。図化できる遺物は出土していない。
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第３４図 ５・６・７区 SD断面実測図１（S＝１/４０）
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第３５図 ５・６・７区 SD断面実測図２（S＝１/４０）
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第３７図 ５・６・７区 SD断面実測図４（S＝１/４０）
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第３８図 ５・６・７区 SD断面実測図５（S＝１/４０）
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第４０図 ５・６・７区 SK・Pit 断面実測図（S＝１/４０）
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第４２図 ６区 SB０１実測箇所図（S＝１/６０）
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№ 市町名 遺跡名 道路（路面）幅 時期
１ 輪島市 中カワナミマエダ遺跡 ２m 古代以降 砂利敷きの小道（側溝無し）
２ 七尾市 栄町遺跡 ９m ９c後半～１０c中頃 側溝を持つ古代の官道
３ 七尾市 千野遺跡 ９m？→５．５m 古代以降 側溝を持つ官道？
４ 七尾市 古府・国分遺跡 ４m 古代～中世？ 側溝を持つ道路
５ 七尾市 大津ロクベエ遺跡 ３m ８c後半～９c後半 波板状遺構を持つ小道
６ 宝達志水町 二口かみあれた遺跡 １４m ８c後半～９c中頃 側溝を持つ古代の官道？
７ 津幡町 加茂遺跡 ７．５m→５m ８c前半～１０c中頃 側溝を持つ古代北陸道
８ 金沢市 観法寺遺跡 ８m ７c末～９c前半 側溝を持つ古代北陸道
９ 金沢市 千木東遺跡 １～２m ８c後半～９c 側溝を持つ小道
１０ 金沢市 八日市ヤスマル遺跡 ①６．５m、②５m、③５m 古代 側溝を持つ古代の官道？
１１ 野々市市 三日市A遺跡 ８～９．５m→５～６．５m ８c後半～９c中頃 側溝を持つ古代北陸道
１２ 野々市市 三日市ヒガシタンボ遺跡 ①６m、②３．６m 古代～中世？ 側溝を持つ古代の官道？
１３ 野々市市 粟田遺跡 ①４．６～５．２m、②４．２m→２．８m ８c前半～９c前半 側溝を持つ古代の道路
１６ 野々市市 三納アラミヤ遺跡 ４m 古代 側溝を持つ道路
１４ 野々市市 上林新庄遺跡 ２．５～３．８m 古代 側溝を持つ道路
１５ 野々市市 末松遺跡 ２～３．２m 古代 側溝を持つ道路

１７ 野々市市・
白山市 郷クボタ遺跡 １．５～２m 古代～中世？ 側溝と波板状遺構を持つ道路

１８ 白山市 北安田キタドウダ遺跡 ０．８m ８c初頭？ 小道（側溝無し）

１９ 小松市 大領遺跡
①８m ８c後半～９c前半 側溝を持つ古代北陸道？
②１０m 中世？ 側溝を持つ中世の官道？
③７m 中世 側溝を持つ中世の官道？

２０ 小松市 八里向山A遺跡 １～３．５m 古代～中世？ 波板状遺構を持つ小道
２１ 小松市 二ツ梨グミノキバラ遺跡 １．５～２m ８c後半～９c後半 波板状遺構を持つ小道
２２ 小松市 額見町遺跡 １～２m ９～１２c 波板状遺構を持つ小道
２３ 加賀市 庄・西島遺跡 ６．５m 古代 側溝と波板状遺構を持つ古代の官道？

官道とみられる古代の道路（古代北陸道を含む）

第１３表 能登・加賀における発掘された古代の道路遺構

第４５図 ８区調査区断面実測図（S＝１/４０）
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第４６図 遺物実測図１（S＝１/１・１/３）
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第４７図 遺物実測図２（S＝１/１・１/２・１/３）
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第４８図 遺物実測図３（S＝１/１・１/３）
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第４９図 遺物実測図４（S＝１/３・１/６）
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第５０図 遺物実測図５（S＝１/３）
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報告
番号

実測
番号 調査区 グリッド 遺構・層位 種別 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 色調（内） 胎土 焼成 調整（内） 備考 残存率器種 色調（外） 調整（外）

１ ０００２ ０区 A１ 遺構検出
弥生土器

－ － （４．３）
にぶい黄褐

粗砂少、細砂少 良
条痕文 別の同一破片に外面

赤彩、ススの痕跡あ
り、弥生前期？

－
深鉢 灰黄褐 条痕文後部分

的にナデ

２ ０００１ ０区 A１ P２８（ベース砂中）
弥生土器

－ ５．０ 胴（４．４）
底（４．２）

灰黄
粗砂少、細砂多 良

ケズリ
弥生前期Ⅰ？ 底４/１２

壺 にぶい黄橙 ケズリ後ミガ
キ、条痕後ナデ

３ ０００５ １区 B２ SD０１－d（上層）
玩具 最大長

２．０５
最大幅
２．０

最大厚
１．２

にぶい黄橙 砂粒少
素地：灰黄褐 良

ナデ
甕（越前焼）を転用 重量

６．１g円盤状陶製品
（メンコ） 灰黄褐 ナデ

４ ０００６ １区 B２ SD０１－d（下層）
磁器

－ － （１．７）
灰オリーブ 細砂僅

素地：
灰オリーブ

良
－

凌ぎ連弁文、中国 －
碗（青磁） 灰オリーブ －

５ ０００４ １区 B２ SD０１c・d間アゼ
陶器

－ － （２．９）
褐灰

粗砂少、細砂少 良
ロクロナデ

口小片
甕（越前焼） 褐 ロクロナデ

６ ０００３ １区 B２ SD０１c・d間アゼ
弥生土器

－ － （２．７）
にぶい黄橙

粗砂多、細砂多 良
ナデ

弥生後期？ 口小片
甕 にぶい黄橙 沈線文

７ ０００８ １区 A２ SD０６－b（下層）
SD０６－b（上層）

弥生土器
－ － （３．７）

灰黄褐 礫僅、粗砂少、
細砂多 良

条痕後ナデ
外面赤彩 －

深鉢 にぶい赤褐 条痕後ミガキ

８ ０００７ １区 A２
SD０６－a（下層）土器No．１
SD０６－a（下層）土器No．２
SD０６－a（下層）土器No．３

土師器
６．９ ６．７ １．８

浅黄橙 細砂少、赤 色
粒含む 良

ヨコナデ、ナデ
器形ゆがみ、１４c前半 口９/１２

底１０/１２小皿 浅黄橙 ヨコナデ、指押え

９ ００６５ １区 B３ SD０６－d（上層）
土師器

－ － （２．２）
にぶい橙

粗砂多 良
ナデ

－
支脚 にぶい黄橙 ナデ

１０ ０００９ １区 A２ SD０８－b（上層）
陶器

－ － （３．７）
にぶい黄褐 礫少、粗砂少、

細砂少 良
ロクロナデ

内面平滑（使用痕） －
擂鉢（越前焼） にぶい赤褐 ロクロナデ

１１ ００１０ １区 A３ SD０８－b（上層）
瓦質土器

－ － （３．７）
灰黄褐

細砂少 良
ナデ １６c後半～１７c初、

瓦質土器 －
火鉢 黒褐 スタンプ

（蕨手、菊花）

１２ ００１１ １区 B２ SD１１－a（上層）
磁器

－ － （３．１）
灰白 細砂僅

素地：灰白 良
－

１５c後半～１６c初、中国 －
碗（染付） 灰白 －

１３ ００６１ １区 B２ SD１１（上層）（SD１との
アゼ）鉄No．６

工具 最大長
（３．１）

最大幅１．０
（釘本体０．５５）

最大厚０．８
（釘本体０．３）

－
－ －

－
中世？ 重量

（１．５）g鉄釘 － －

１４ ００１２ １区 B２ SD１２－b
陶器

－ ７．０ （１．３）
オリーブ 細砂少

素地：灰黄 良
－ 内外面釉貫入あり

灰釉 底１/１２
皿（瀬戸） オリーブ －

１５ ００１３ １区 B３ SD１３－a（上層）
陶器

－ － （３．５）
にぶい黄褐

素地：黄灰 良
ナデ

甕か？塗鉄なし －甕？
（越前焼） にぶい黄褐 ナデ

１６ ００１４ １区 B３ SD１３－a（上層）
土製品冶金関係 最大長

（７．５）
最大幅
（６．１）

最大厚
（３．６）

－
－ －

－ 復 元 径（８．５～９．０）
cm孔径（３．０）cm、被
熱による変質、釉付
着部分あり

重量
（１２４．８）gふいごの羽口 黄褐・黄灰 －

１７ ００６２ １区 A３ P２３（上面）
工具 最大長

（４．３）
最大幅
１．２５

最大厚
０．６

－
－ －

－
中世？ 重量

（３．８）g鉄鑿？ － －

１８ ００１５ １区 C３ ベース砂中（SD１３－b
の下）SD１３－b

縄文土器
－ － （５．４）＋（４．９）

黒褐 粗砂多、細 砂
多、石英含む 良

ミガキ 縄文後期後半、井口
式、外面すす付着 －

鉢 灰黄褐 ミ ガ キ、凹 線
文、穿孔

１９ ００４６ １区 B３ ベース砂中（検出面）
（SD０８－cの横）

工具 最大長
（８．７）

最大幅
（４．３５）

最大厚
４．５

－
－ －

－
縄文？全面使用平滑 重量

（１７６．０）g磨石 － －

２０ ００１７ ２区 C６ SK０１－a
縄文土器

－ － （５．２）
にぶい黄橙

粗砂多、細砂多 良
ケズリ後ナデ

－
深鉢 にぶい黄橙 ナデ

２１ ００１６ ２区 C５

SX０１土器No．１、２、３、４
SX０１土器No．６、７、８、９
SX０１土器No．１０、１２
SX０１土器No．１１、１４、
SX０１土器No．１６、１７

縄文土器
２２．２ ５．３ １６．５

黒褐・にぶい黄橙
粗砂多 良

ケズリ後ナデ、
ナデ 縄文後期、内外面す

す付着
口８/１２
底５/１２

深鉢 にぶい赤褐・にぶい黄 ケズリ後ナデ、
ナデ

２２ ００６３ ２区 C６ P０４
工具 最大長

（３．９５）
最大幅
１．０５

最大厚
０．９

－
－ －

－
中世？ 重量

（４．７）g鉄釘 － －

第２表 出土遺物観察表（１）
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報告
番号

実測
番号 調査区 グリッド 遺構・層位 種別 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 色調（内） 胎土 焼成 調整（内） 備考 残存率器種 色調（外） 調整（外）

２３ ００１８ ２区 C６ P１２
須恵器

－ ７．０ （１．０）
灰

粗砂少 良
ナデ

南加賀窯産 －
無台埦 灰 ナデ、回転糸切り

２４ ００６０ ２区 C５ P１５
冶金関係 最大長

３．４
最大幅
４．６

最大厚
１．７

－
－ －

－ 重量
２４．０g鉄滓 － －

２５ ００１９ ２区 C６ P１８
磁器

４．５ ２．４ １．９５
白

素地：白 良
－

透明釉 口２/１２
底１/１２小杯（染付） 白 －

２６ ００５６ ３区 D７ SD１５－b（上面）土器
No．１

磁器
５．０ １．５ １．７

－
素地：灰白 良

－ 口小片
底１/１２紅皿 － －

２７ ００２２ ３区 D８ SD１５－c（上層）土器
No．５

須恵器
－ － （８．２）

灰
粗砂多 良

同心円当て
具痕、ナデ 小片

甕 灰 タタキ後
カキ目

２８ ００２１ ３区 D８ SD１５－c（下層）土器
No．３

須恵器
－ １３．０ （１．５）

にぶい褐
粗砂多 不

良
ロクロナデ

南加賀窯産 底１/１２
盤 にぶい橙 ロクロナデ、

回転ヘラ切り

２９ ００２０ ３区 E８
SD１５－d（下層）土器
No．７
SD１５－d（下層）土器
No．９

須恵器
－ － （２０．５）

黄灰
礫少、粗砂並 良

ロクロナデ 外面自然釉、別破片
に自然釉の垂れあり －

双耳瓶 暗灰黄 ロクロナデ、
沈線３条、ナデ

３０ ００２３ ３区 E９ SD１６－c（上層）土器
No．４

土師器
８．３ ５．４ ２．１

黒褐
細砂少 良

ヨコナデ
内外面油痕あり 口１/１２

底１/１２灯明皿 黒褐 ヨコナデ

３１ ００４７ ３区 E９ SD１６（上面）石No．３
その他 最大長

（３．５）
最大幅
０．５５

最大厚
０．５

－
－ －

－ 重量
（１．９）g棒状石製品 － －

３２ ００６４ ３区 E９ SD１６－c（上層）鉄
No．１

工具 最大長
（３．５５）

最大幅
０．８８

最大厚
０．８

－
－ －

－
中世？ 重量

（２．１）g鉄釘 － －

３３ ００２４ ３区 D９ SD１８－b土器No．２
縄文土器

－ － （３．２）
にぶい黄橙

粗砂多 良
ナデ

小片
鉢 浅黄橙 ナデ後文様

３４ ００２５ ３区 E９
SD１８（底）b・c間アゼ
（ベース内？）土器
No．４

縄文土器
－ － （４．０）

にぶい黄橙
粗砂多 良

ナデ
小片

鉢 橙・浅黄橙 条痕ヨコナデ、
沈線

３５ ００４８ ３区 D９ SD１８－b石 No．１
石器 最大長

（１３．５５）
最大幅
７．１５

最大厚
２．６５

－
－ －

－
縄文？ 重量

（２９３．３）g打製石斧？
未成品？ － －

３６ ００２６ ３区 D８ 試掘坑
瓦質土器

（１６．８） － （４．５）
褐灰

粗砂多 良
ナデ

瓦質土器 口小片
火鉢？ 褐灰 ヨコナデ、ナデ

３７ ００２７ ４区 F１２ SD２３－a（上層）
玩具 最大長

（２．３）
最大幅
（２．９）

最大厚
（１．９５）

暗灰黄 細砂多
素地：灰黄 良

－
越前焼甕を転用 重量

１６．０g円盤状陶製品
（メンコ） 暗灰黄 －

３８ ００２８ ４区 F１２ SD２３－a（上層）土器
No．２

陶器
－ ４．４ （２．２）

－ 素地：にぶい
橙・褐灰 良

ロクロナデ
底２/１２

碗 － ロクロナデ

３９ ００２９ ４区 F１２ SD２３－a（上層）土器
No．５

磁器
１０．０ － ３．１

－
素地：灰白 良

ロクロナデ
肥前系 口２/１２

碗 － ロクロナデ

４０ ００３２ ４区 F１３ SD２３－c（上層）土器
No．１７

陶器
（１１．６） － （１．７）

－ 粗砂少
素地：灰黄 良

ロクロナデ 内面銅緑釉、外面透
明釉 口小片

皿 － ロクロナデ

４１ ００３０ ４区 F１２ SD２３－c（上層）土器
No．８

瓦質土器
－ － （４．３）

暗灰黄
粗砂多 良

ロクロナデ
瓦質土器 小片

火鉢？土瓶？ 黄灰 －

４２ ００３１ ４区 F１２ SD２３－b（上層）土器
No．１３

その他 最大長
（６．２）

最大幅
（８．０）

最大厚
（４．３）

赤褐
粗砂多 －

－ 内面強い被熱を受け
て赤色化している －

炉壁？ にぶい黄橙 －

４３ ００５８ ４区 F１２ SD２３－c（下層）土器
No．９

陶器
－ ５．６ （１．１）

－ 細砂少
素地：にぶい

黄橙
良

－ 釉：灰オリーブ、内外
面とも貫入あり 底１/１２

皿（瀬戸） － －

４４ ００３３ ４区 F１２ SD２４－a
須恵器

－ － （３．４）
黄灰

粗砂多 良
同心円当て

具痕 小片
甕 褐灰 平行タタキ

第３表 出土遺物観察表（２）



第３節 遺構と遺物
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報告
番号

実測
番号 調査区 グリッド 遺構・層位 種別 口径(cm) 底径(cm) 器高(cm) 色調（内） 胎土 焼成 調整（内） 備考 残存率器種 色調（外） 調整（外）

４５ ００３４ ５区 F１４ SD５７
土師器

（８，２） （６．０） １．７
浅黄橙

粗砂多 良
ヨコナデ、ナデ 口小片

底小片皿 浅黄橙 ヨコナデ、ナデ

４６ ００５９ ５区 G１４ SD５７
冶金関係 最大長

７．１
最大幅
８．１

最大厚
２．９

－
－ －

－ 重量
１５３．７g鉄滓（碗型滓） － －

４７ ００３５ ５区 G１５ 表土中（北壁）
土器

１７．４ － （３．７）
にぶい橙

粗砂多 良
ロクロナデ

口１/１２
火鉢 にぶい橙 ロクロナデ

４８ ００５１ ６区 H１７ P４１－d
冶金関係 最大長

６．２５
最大幅
７．３

最大厚
４．８５

－
－ －

－
中世？ 重量

１３６．５g滓 － －

４９ ００４２ ６区 I１７ P４９－a（上層）
陶器

８．６ － （２．７）
－

素地：褐灰 良
ロクロナデ

肥前系 口１/１２
刷毛目碗 － ロクロナデ

５０ ００３８ ６区 H１７ P５０－c（柱痕部上層）
磁器

－ － （１．６）
－

素地：灰白 良
ロクロナデ

小片
碗（染付） － ロクロナデ

５１ ００３９ ６区 H１７ P５３－a（柱痕部上層）
磁器

（６．６） － （４．１）
－

素地：灰白 良
－

小片徳利（片口）
（白磁） － －

５２ ００４１ ６区 H１７ P５３－c（柱痕部上層）
磁器

－ － （２．１）
－

素地：灰白 良
－

肥前系 小片
皿（染付） － －

５３ ００４０ ６区 H１７ P５３－b（掘方部上層）
磁器

５．２ － （１．５）
－

素地：灰白 良
ロクロナデ

肥前系 口２/１２
瓶 － ロクロナデ

５４ ００５２ ６区 H１７ P５２－d（掘方部上層）
土製品冶金関係 最大長

（４．３）
最大幅
（４．７）

最大厚
（２．９）

－
－ －

－
中世？ 重量

（３８．６）g滓？羽口？ － －

５５ ００４３ ６区 H１７ P５５－d（柱痕）（下層）
磁器

（１１．５） － （２．５）
－

素地：灰白 －
ロクロナデ

中国青磁 口小片
皿（青磁） － ロクロナデ

５６ ００５０ ６区 H１７ P５５－d（柱痕）（下層）
石器 最大長

（６．３５）
最大幅
（４．９５）

最大厚
１．６５

－
－ －

－
縄文？ 重量

（４２．１）g環状石斧？ － －

５７ ００４９ ６区 H１７ P５５（b－d間セクション面）
石器 最大長

（８．０） 最大幅（７．７） 最大厚（３．０）
－

－ －
－

縄文？ 重量
（２２７．２）g台石 敲石？ － －

５８ ００６６ ６区 H１７ P５６－a（柱痕）（上層）
建築材等 最大長

（４０．５）
最大幅
３．７

最大厚
３．５

－
－ －

－
－

（棒状）部材？ － －

５９ ００４４ ６区 H１７ P５６－a（掘方）（上層）
磁器

３．６ － （１．２）
－

素地：灰白 良
－

口３/１２
紅皿 － －

６０ ００３６ ６区 H１６ P５７－b（柱痕部上層）
磁器

（１．８） ５．０ （１．３）
－

素地：灰白 良
ロクロナデ

赤上絵付 口３/１２
蓋 － ロクロナデ

６１ ００４５ ６区 H１６・
１７ NR０１（上層）

磁器
１１．７ ７．０ ２．５

白 細砂僅
素地：白 良

－ 染付（銅版転写） 口
さび、近代

口４/１２
底４/１２皿（染付） 白 －

６２ ００５７ ６区 H１６ NR０１－b（トレンチ）（上層）
容器 最大長

１１．２
最大幅
（２．９）

最大厚
０．９５

－
－ －

－
－

板状木製品 － －

６３ ００７０ ６区 H１６ NR０１（b－c間の杭）
その他用途不明 最大長

１００．７
最大幅
１０．４

最大厚
５．８

－
－ －

－
全面樹皮 －

杭 － －

６４ ００６７ ６区 I１８ 杭 No．１
その他用途不明 最大長

（３３．４）
最大幅
３．２

最大厚
３．２

－
－ －

－ 先端部鉈で削ってあ
り尖っている －

杭 － －

６５ ００６８ ６区 I１８ 杭 No．２
その他用途不明 最大長

（２５．１）
最大幅
２．９

最大厚
２．７

－
－ －

－
－

杭 － －

６６ ００６９ ６区 I１８ 杭 No．３
その他用途不明 最大長

（２７．６）
最大幅
５．２

最大厚
３．１

－
－ －

－
－

杭 － －

第４表 出土遺物観察表（３）



第４章 自然科学的分析

第１節 石製品の石質同定

１．は じ め に

大領遺跡は、石川県小松市木場潟の北側約５００mに位置する。調査では、近世以降と思われる石筆、
縄文時代の遺物と思われる磨石や石斧などの石製品が出土した。ここでは、出土した石製品について、
肉眼観察による石材同定を行った。

２．試 料 と 方 法

石材同定を行った石製品は、大領遺跡において出土した石製品５点である（第５表）。
石材同定は、主に肉眼により行い、マイクロスコープを用いて石材の接写撮影を行った。

３．結 果

第５表に、肉眼による石製品の石材同定を行った結果を示す。なお、各石材の記載は、表面観察に
よる色調や構成鉱物、岩石組織、破断面の特徴等について行った。
以下に、代表的な石材の特徴について記載した。

（１）細粒花崗岩（第５１図－１）
白色を呈し、主に細粒の石英・長石からなり、雲母類や輝石類を少量含む。

（２）硬質頁岩（第５１図－２）
黒色を呈し、割れ目において半透明のガラス質からなる泥質岩である。

（３）安山岩（第５１図－３～５）
黄灰色～灰褐色～灰色を呈し、斑晶（輝石や長石）からなる。

分析No. 報告番号 実測番号 調査区 グリッド 遺構・層位 種別 器種 備考 石材

１ １９ ００４６ １区 Ｂ３ ベース砂中（検出面）（SD０８-c の横） 工具 磨石 縄文？全面使用平滑 細粒花崗岩

２ ３１ ００４７ ３区 Ｅ９ SD１６（上面） 石No.３ その他 棒状石製品 近代以降 硬質頁岩

３ ３５ ００４８ ３区 Ｄ９ SD１８-b 石 No.１ 石器 打製石斧？未成品？ 縄文？全面使用平滑 安山岩

４ ５６ ００５０ ６区 H１７ P５５-d（柱痕）（下層） 石器 環状石斧？ 縄文？全面使用平滑 安山岩

５ ５７ ００４９ ６区 H１７ P５５（b-d 間セクション面） 石器 台石 敲石？ 縄文？ 安山岩

第５表 小松市大領遺跡出土石製品

４．考 察

鹿野ほか（１９９０）の２０万分の１地質図において、大領遺跡の周辺では第四紀後期更新世の中位段丘
及び扇状地堆積物（凡例 tm）や中期更新世の高位段丘及び扇状地堆積物（第５２図の凡例 th）のほか、
新第三紀前期中新世（糸生層最上部、冠岳流紋岩、山中層及び医王山層）の流紋岩火砕岩・溶岩（第
５２図の凡例 Izrp）、流紋岩溶岩・火砕岩（第５２図の凡例 Izr）が広く分布する。北側には手取川が流
れ、上流域には新第三紀前期中新世（糸生層最上部、冠岳流紋岩、山中層及び医王山層）の岩脈状の
玄武岩－安山岩溶岩（第５２図の凡例 Iza）、三畳紀の飛騨花崗岩類（第５２図の凡例Hg、Hd、Hm）が
分布する。
分析No.１の細粒花崗岩製の磨石や分析No.５の安山岩製の敲石？は、形状が円礫の一部と推定され
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3 4

5

るため、手取川により上流域から運ばれた川原石を利用したと思われる。

引用文献
鹿野和彦・原山 智・山本博文・竹内 誠・宇都浩三・駒沢正夫・広島俊男・須藤定久（１９９０）２０万分の１地質図「金沢」．地質

調査所．

１．細粒花崗岩（分析No.１） ２．硬質頁岩（分析No.２） ３．安山岩（分析No.３）
４．安山岩（分析No.４） ５．安山岩（分析No.５）

第５１図 岩石のマイクロスコープ写真

第１節 石製品の石質同定
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第５２図 大領遺跡と周辺の地質図（鹿野ほか（１９９０）の２０万分の１地質図「金沢」を編集）

第４章 自然科学的分析
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第２節 木製品の樹種同定

１．は じ め に

石川県小松市の大領遺跡から出土した木製品の樹種同定を行なった。

２．試 料 と 方 法

試料は、６区から出土した木製品６点である。各試料の時期については、第６表に示した。各試料に
ついて、切片採取前に木取りの確認を行なった。
樹種同定では、材の横断面（木口）、接線断面（板目）、放射断面（柾目）について、カミソリで薄
い切片を切り出し、ガムクロラールで封入して永久プレパラートを作製した。その後乾燥させ、光学
顕微鏡にて検鏡および写真撮影を行なった。

３．結 果

同定の結果、針葉樹のモミ属とマツ属複維管束亜属、スギの３分類群がみられた。モミ属が３点で
スギが２点、マツ属複維管束亜属が１点であった。同定結果を第６表に示す。
分析No. 報告番号 実測番号 調査区 グリッド 遺構 器種 樹種 木取り 時期

６ ５８ ００６６ ６区 Ｈ１７ Ｐ５６‐ａ 部材？ スギ みかん割り 近世以降
７ ６２ ００５７ ６区 Ｈ１６ NR０１‐b 板状木製品 スギ 柾目 近世以降
８ ６３ ００７０ ６区 Ｈ１６ NR０１ 杭 マツ属複維管束亜属 芯持丸木 近世以降
９ ６４ ００６７ ６区 Ｉ１８ 杭No.１ 杭 モミ属 分割材 不明
１０ ６５ ００６８ ６区 Ｉ１８ 杭No.２ 杭 モミ属 分割材 不明
１１ ６６ ００６９ ６区 Ｉ１８ 杭No.３ 杭 モミ属 分割材 不明

第６表 大領遺跡出土木材の樹種同定結果

以下に、同定された材の特徴を記載し、図版に光学顕微鏡写真を示す。
（１）モミ属 Abies マツ科 第５３図 １a－１c（No.９）
仮道管と放射組織で構成される針葉樹である。晩材部は厚く、早材から晩材への移行は緩やかであ

る。放射組織は単列で、高さ１～８列となる。分野壁孔は小型のスギ型で、１分野に２～４個みられる。
また放射組織の末端壁は、数珠状に肥厚する。
モミ属には高標高域に分布するシラビソ、オオシラビソ、ウラジロモミと、低標高域に分布するモ

ミなどがあり、いずれも常緑高木である。材はやや軽軟で、切削その他の加工は容易、割裂性も大きい。
（２）マツ属複維管束亜属 Pinus subgen. Diploxylon マツ科 第５３図 ２a－２c（No.８）
仮道管と垂直および水平樹脂道、放射柔細胞および放射仮道管で構成される針葉樹である。放射組
織は放射柔細胞と放射仮道管によって構成される。放射仮道管の内壁の肥厚は鋸歯状であり、分野壁
孔は窓状となる。
マツ属複維管束亜属には、アカマツとクロマツがある。どちらも温帯から暖帯にかけて分布し、ク
ロマツは海の近くに、アカマツは内陸地に生育しやすい。材質は類似し、重硬で切削等の加工は容易
である。
（３）スギ Cryptomeria japonica （L.f.） D.Don ヒノキ科 第５４図 ３a－３c（No.６）
道管と放射組織、樹脂細胞で構成される針葉樹である。晩材部は厚く、早材から晩材への移行は緩

やかである。放射組織は単列で、高さ２～１５列となる。分野壁孔は孔口が大きく開いた大型のスギ型
で、１分野に普通２個みられる。

第２節 木製品の樹種同定
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スギは大高木へと成長する常緑針葉樹で、天然分布は東日本の日本海側に多い。比較的軽軟で、切
削などの加工が容易な材である。

４．考 察

近世以降の部材？と板状木製品はスギ、杭はマツ属複維管束亜属であった。スギとマツ属複維管束
亜属は真っすぐで加工性の良い樹種であり、マツ属複維管束亜属は油分が多く耐朽性が高い（伊東ほ
か，２０１１）。
時期不明の杭は、いずれもモミ属であった。モミ属はスギと同様に真っすぐで加工性が良く、保存
性も良い樹種である。（伊東ほか，２０１１）。

引用文献
伊東隆夫・佐野雄三・安部 久・内海泰弘・山口和穂 ２０１１ 『日本有用樹木誌』海青社

第５３図 大領遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（１）

第４章 自然科学的分析
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第３節 花 粉 分 析

１．は じ め に

石川県小松市大領町、今江町地内に所在する大領遺跡において、古植生を検討するために堆積物試
料が採取された。以下では、試料に対して行った花粉分析の結果を示し、堆積当時の古植生について
検討した。なお、同一試料を用いて植物珪酸体分析と珪藻分析も行われている（別項参照）。

２．試 料 と 方 法

分析試料は、１区の SD０１と SD０６から採取された２試料（No.１、２）と３区の SD１６から採取され
た２試料（No.５、１０）、SD１５から採取された２試料（No.１３、１７）、SK１２から採取された１試料（No.
２１）、SD１８から採取された１試料（No.２５）の、計８試料である（第７表）。これらの試料について、以
下の処理を施し、分析を行った。
試料（湿重量約４g）を遠沈管にとり、１０％水酸化カリウム溶液を加え、１０分間湯煎する。水洗後、

４６％フッ化水素酸溶液を加え、１時間放置する。水洗後、比重分離（比重２．１に調整した臭化亜鉛溶
液を加え遠心分離）を行い、浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてアセトリ
シス処理（無水酢酸９：硫酸１の割合の混酸を加え２０分間湯煎）を行う。水洗後、残渣にグリセリン
を滴下し、保存用とする。検鏡は、この残渣より適宜プレパラートを作製して行った。十分な量の花
粉化石が含まれている試料については、樹木花粉が２００に達するまで検鏡し、その間に現れる草本花
粉・胞子を全て数えた。十分な量の花粉化石が含まれていない試料については、プレパラート１枚を
検鏡するに留めた。また、保存状態の良好な花粉を選んで単体標本（PLC.３３５２～３３５９）を作製し、写
真を第５６図に載せた。

１a－１c．モミ属（No.９）、２a－２c．マツ属複維管束亜属（No.８）、３a－３c．スギ（No.６）
a：横断面（スケール＝５００μm）、b：接線断面（スケール＝２００μm）、c：放射断面（スケール＝５０μm）

第５４図 大領遺跡出土木材の光学顕微鏡写真（２）
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３．結 果

検鏡の結果、８試料から検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉２２、草本花粉１０、形態分類
のシダ植物胞子２の、総計３４である。これらの花粉・胞子の一覧表を第８表に、分布図を第５５図に示
した。分布図における樹木花粉の産出率は樹木花粉総数を基数とした百分率で、草本花粉と胞子の産

試料No. 調査区 グリッド 遺構・層位 時期 堆積物の特徴
１ １区 Ｂ２ SD 01 東壁下層 中世 黒褐色（10 YR 3/2）シルト質細粒砂
２ Ｃ３ SD 06 東壁下層 オリーブ褐色（2.5 Y 4/3）シルト質細粒砂
５

３区

Ｄ９ SD 16-a・b 間アゼ 2層

古代

赤黒色（10 R 2/1）細粒砂
１０ SD 16-a・b 間アゼ 11層 にぶい黄橙色（10 YR 7/3）細粒砂
１３

Ｅ８
SD 15-d・e 間アゼ 2層 赤黒色（2.5 YR 2/1）細粒砂

１７ SD 15-d・e 間アゼ 6層 明黄褐色（2.5 Y 6/6）細粒砂
２１ SK 12-a・b 間アゼ 11層 古代？ 赤黒色（10 R 1.7/1）細粒砂
２５ Ｅ１０ SD 18-d・e 間アゼ 2層 赤黒色（2.5 YR 2/1）細粒砂

第７表 分析試料一覧

学名 和名 No.1 No.2 No.5 No.10 No.13 No.17 No.21 No.25
樹木
Abies モミ属 １ － － － － － － －
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 ２ － － － － １０ － －
Sciadopitys コウヤマキ属 － ７ － － － ７ － －
Cryptomeria スギ属 ３２ １１ － － ６ ８２ － －
Taxaceae－Cephalotaxaceae－Cupressaceae イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科 － － － － － ３ － －
Salix ヤナギ属 － － － － － １ － －
Pterocarya －Juglans サワグルミ属－クルミ属 ３ １ － － － ３ － －
Carpinus －Ostrya クマシデ属－アサダ属 ５ ３ － － １ １ － －
Betula カバノキ属 １ － － － － － － －
Alnus ハンノキ属 ３０ ９７ － － １ ２０ － －
Fagus ブナ属 ３ ３ － － － ３ － －
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 １７ ２５ － － １ １５ － －
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 ５０ ４８ － － １ ２０ － －
Castanea クリ属 １８ ４ － － － １１ － －
Castanopsis －Pasania シイノキ属－マテバシイ属 ３３ ９ － － ３ ９ － －
Ulmus －Zelkova ニレ属－ケヤキ属 － － － － １ ８ － －
Celtis －Aphananthe エノキ属－ムクノキ属 － － － － － ３ － －
Phellodendron キハダ属 １ － － － － － － －
Ilex モチノキ属 － － － － － １ － －
Celastraceae ニシキギ科 － － － － － １ － －
Aesculus トチノキ属 ６ － － － － １ － －
Fraxinus トネリコ属 ２ － － － － １ － －
草本
Gramineae イネ科 ９７ １７ － － ２ １１６ － －
Cyperaceae カヤツリグサ科 － － － － － ３ － －
Polygonum sect. Persicaria －Echinocaulon サナエタデ節－ウナギツカミ節 １ － － － － － － －
Chenopodiaceae－Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 １ １ － － １ － － －
Brassicaceae アブラナ科 ５４ ５ － － － － － －
Haloragis アリノトウグサ属 １ － － － － － － －
Apiaceae セリ科 １ １ － － － － － －
Artemisia ヨモギ属 １８ ３ － － ６ ３８ － －
Tubuliflorae キク亜科 － － － － － １ － －
Liguliflorae タンポポ亜科 ２４ ２１ － － ２ ３ － －
シダ植物
monolete type spore 単条溝胞子 １ ３ － － － ４ － －
trilete type spore 三条溝胞子 － ４ － － － ７ － －

Arboreal pollen 樹木花粉 ２０４ ２０８ － － １４ ２００ － －
Nonarboreal pollen 草本花粉 １９７ ４８ － － １１ １６１ － －
Spores シダ植物胞子 １ ７ － － － １１ － －
Total Pollen ＆ Spores 花粉・胞子総数 ４０２ ２６３ － － ２５ ３７２ － －

unknown 不明 ２ ５ － － － － ２ －

第８表 産出花粉胞子一覧表
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樹木花粉は樹木花粉総数、草本花粉・胞子は産出花粉胞子総数を基数として百分率で算出した。
＊は樹木花粉２００個未満の試料について、検出した分類群を示す。

第５５図 大領遺跡における花粉分布図

出率は産出花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。図表においてハイフン（－）で結んだ分
類群は、それらの分類群間の区別が困難なものを示す。なお、５試料（No.５、９、１３、２１、２５）からは
十分な量の花粉化石が得られなかった。
十分な量の花粉化石が得られた古代の SD１５－d・e間アゼ６層（No.１７）では、樹木花粉でスギ属が、

草本花粉でイネ科とヨモギ属の産出が目立つ。
中世とされる SD０１（No.１）と SD０６（No.２）では、花粉組成に相違があり、樹木花粉ではハンノ

キ属とシイノキ属－マテバシイ属で、また、草本花粉ではイネ科とアブラナ科、ヨモギ属で顕著な産
出率の相違が見られた。

４．考 察

一般的に、花粉は湿乾を繰り返す環境に弱く、酸化的環境下で堆積すると紫外線や土壌バクテリア
などによって分解され、消失してしまう。したがって、堆積物が酸素と接触する機会の多い堆積環境
では、花粉化石が残りにくい。すなわち、十分な量の花粉化石が得られなかった試料の採取層準は、
酸化的環境に晒されたために花粉化石が分解・消失してしまった可能性がある。珪藻分析においても、
縄文時代？や古代の試料においては、珪藻化石が産出していないか、産出数が少なく、好気的環境下
で大気に曝された堆積環境が推測されている。一方、SD０１（No.１）と SD０６（No.２）、SD１５－d・e
間アゼ６層（No.１７）の３試料からは十分な量の花粉化石が得られた。以下では、十分な量の花粉化石
が得られた３試料の花粉化石群集から古植生を検討した。
古代の SD１５－d・e間アゼ６層（No.１７）では、樹木花粉でスギ属の産出率が突出している。古代の
遺跡周辺にはスギ林が分布を広げていた可能性がある。また、照葉樹林要素のコナラ属アカガシ亜属
やシイノキ属－マテバシイ属の産出も見られ、遺跡周辺にはカシ類やシイ類からなる照葉樹林も分布
していたと考えられる。さらには、二次林要素のマツ属複維管束亜属やコナラ属コナラ亜属、クリ属
も産出しており、遺跡周辺の開けた明るい場所にはニヨウマツ類やコナラ、クリなどから成る二次林
も分布していた可能性がある。ハンノキ属をはじめとし、ヤナギ属やサワグルミ属－クルミ属、ニレ
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属－ケヤキ属、エノキ属－ムクノキ属、トチノキ属、トネリコ属といった分類群は水分条件の良好な
場所に生育する植物を含んでおり、これらの分類群が SD１５周辺に生育していた可能性がある。草本
花粉ではイネ科とヨモギ属の産出が目立つため、SD１５周辺にイネ科やヨモギ属の草本類が生育して
いた可能性がある。

１．コウヤマキ属（PLC.３３５２） ２．スギ属（PLC.３３５３）
３．ハンノキ属（PLC.３３５４） ４．コナラ属アカガシ亜属（PLC.３３５５）
５．コナラ属コナラ亜属（PLC.３３５６） ６．ニシキギ科（PLC.３３５７）
７．イネ科（PLC.３３５８） ８．ヨモギ属（PLC.３３５９）

第５６図 No．１７から産出した花粉化石
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中世の SD０１（No.１）や SD０６（No.２）では、花粉組成に相違が見られた。SD０６（No.２）ではハン
ノキ属が突出しているが、SD０１（No.１）ではハンノキ属とともにサワグルミ属－クルミ属やトチノ
キ属、トネリコ属といった好湿性植物の産出が目立つ。溝周辺の古植生の相違を反映している可能性
があり、その場合、SD０６周辺にハンノキ属が生育しており、SD０１周辺にはハンノキ属とともにサ
ワグルミ属－クルミ属やトチノキ属、トネリコ属などが生育していたと考えられる。照葉樹林要素の
分類群にも相違が見られ、コナラ属アカガシ亜属は両遺構で同率の産出率を示すが、シイノキ属－マ
テバシイ属に関しては SD０１（No.１）で産出率が高くなっている。カシ類やシイ類からなる照葉樹林
も分布を広げていたと考えられるが、シイノキ属－マテバシイ属に関しては SD０１の堆積時に周辺に
分布していたと考えられる。
草本花粉においても組成に相違が見られ、タンポポ亜科は両遺構でほぼ同率の産出率を示すが、SD

０１（No.１）ではイネ科やアブラナ科、ヨモギ属の産出率が高くなっている。イネ科やアブラナ科、ヨ
モギ属は SD０１の堆積時に周辺に分布を広げていた可能性がある。
なお、中世の SD０１（No.１）や SD０６（No.２）における花粉組成の相違は、中世の中でも微妙な時

期差を反映している可能性もあり、その場合は時期によって遺構周辺の植生が異なっていた可能性を
示唆する。

第４節 珪 藻 分 析

１．は じ め に

珪藻は、１０～５００µmほどの珪酸質殻を持つ単細胞藻類で、殻の形や刻まれた模様などから多くの
珪藻種が調べられ、現生の生態から特定環境を指標する珪藻種群が設定されている（小杉，１９８８；安
藤，１９９０）。一般的に、珪藻の生育域は海水域から淡水域まで広範囲に及び、中には河川や沼地など
の水成環境以外の陸地においても、わずかな水分が供給されるジメジメとした陸域環境（例えばコケ
の表面や湿った岩石の表面など）に生育する珪藻種が知られている。こうした珪藻群集の性質を利用
して、堆積物中の珪藻化石群集の解析から、過去の堆積物の堆積環境について知ることができる。
石川県小松市大領町、今江町地内に所在する大領遺跡では、堆積環境を検討するために堆積物試料
が採取された。以下では、試料に対して行った珪藻分析の結果を示し、堆積環境について検討した。
なお、同一試料を用いて花粉分析と植物珪酸体分析も行われている（別項参照）。

２．試 料 と 方 法

分析試料は、１区の SD０１と SD０６、SD０８から採取された３試料（No.１～３）と、３区の SD１６から
採取された４試料（No.５、９、１０、１１）、SD１５から採取された４試料（No.１３、１５、１７、１８）、SK１２か
ら採取された２試料（No.２１、２３）、SD１８から採取された２試料（No.２５、２６）の、計１５試料である（第
９表）。これらの試料について、以下の処理を施し、分析を行った。
湿重約５gをビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸を加えて、有機物の分解と粒子の分散を行っ
た。反応終了後、水を加え、１時間程してから上澄み液を除去し、細粒のコロイドを捨てる。この操
作を４～５回繰り返した。次に、自然沈降法による砂質分の除去を行い、検鏡し易い濃度に希釈し、カ
バーガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下し、スライ
ドガラスに貼り付け、永久プレパラートを作製する。
作製したプレパラートは顕微鏡下６００～１０００倍で観察し、珪藻化石２００個体以上について同定・計
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試料No. 調査区 グリッド 遺構・層位 時期 堆積物の特徴

１

１区

B２ SD０１ 東壁下層

中世

黒褐色（１０YR３/２）シルト質細粒砂

２
C３

SD０６ 東壁下層 オリーブ褐色（２.５Y４/３）シルト質細粒砂

３ SD０８ 北壁下層 灰黄褐色（１０YR６/２）シルト

５

３区

D９

SD１６-a・b間アゼ ２層

古代

赤黒色（１０R２/１）細粒砂

９ SD１６-a・b間アゼ ８層 にぶい黄褐色（１０YR５/４）細粒砂～中粒砂

１０ SD１６-a・b間アゼ １１層 にぶい黄橙色（１０YR７/３）細粒砂

１１ SD１６-a・b間アゼ １３層 縄文？ にぶい黄色（２.５Y６/４）細粒砂

１３

E８

SD１５-d・e間アゼ ２層

古代

赤黒色（２.５YR２/１）細粒砂

１５ SD１５-d・e間アゼ ４層 オリーブ褐色（２.５Y４/４）細粒砂～中粒砂

１７ SD１５-d・e間アゼ ６層 明黄褐色（２.５Y６/６）細粒砂

１８ SD１５-d・e間アゼ １０層 縄文？ にぶい黄橙色（１０YR６/４）細粒砂

２１ SK１２-a・b間アゼ １１層

古代？

赤黒色（１０R１.７/１）細粒砂

２３ SK１２-a・b間アゼ １６層 黒褐色（１０YR２/３）細粒砂

２５
E１０

SD１８-d・e間アゼ ２層 赤黒色（２.５YR２/１）細粒砂

２６ SD１８-d・e間アゼ ７層 黄褐色（２.５Y５/４）細粒砂

第９表 分析試料一覧

数した。なお、原則として、珪藻殻が半分以上破損したものについては、誤同定を避けるため、同定
・計数を行っていない。また、保存状態の良好な珪藻化石を選び、写真を第５７図に載せた。
珪藻の同定と種の生態性については、Lange－Bertalot（２０００）、Hustedt（１９３０、１９３７－１９３８、１９５９、

１９６６）、Krammer and Lange－Bertalot （１９８５、１９８８、１９９１a・b）、Desikachiary （１９８７） などを参
考にした。

３．珪藻化石の環境指標種群

珪藻化石の環境指標種群は、主に小杉（１９８８）および安藤（１９９０）が設定し、千葉・澤井（２０１４）
により再検討された環境指標種群に基づいた。なお、環境指標種群以外の珪藻種については、淡水種
は広布種（W）として、海水～汽水種は不明種（？）としてそれぞれ扱った。また、破片のため属レ
ベルの同定にとどめた分類群は、その種群を不明（？）として扱った。以下に、小杉（１９８８）が設定
した海水～汽水域における環境指標種群と安藤（１９９０）が設定した淡水域における環境指標種群の概
要を示す。
［外洋指標種群（A）］：塩分濃度が３５パーミル以上の外洋水中を浮遊生活する種群である。
［内湾指標種群（B）］：塩分濃度が２６～３５パーミルの内湾水中を浮遊生活する種群である。
［海水藻場指標種群（C１）］：塩分濃度が１２～３５パーミルの水域の海藻や海草（アマモなど）に付着
生活する種群である。
［海水砂質干潟指標種群（D１）］：塩分濃度が２６～３５パーミルの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に
付着生活する種群である。この生育場所には、ウミニナ類、キサゴ類、アサリ、ハマグリ類などの貝
類が生活する。
［海水泥質干潟指標種群（E１）］：塩分濃度が１２～３０パーミルの水域の泥底に付着生活する種群であ
る。この生育場所には、イボウミニナ主体の貝類相やカニなどの甲殻類相が見られる。
［汽水藻場指標種群（C２）］：塩分濃度が４～１２パーミルの水域の海藻や海草に付着生活する種群であ
る。
［汽水砂質干潟指標種群（D２）］：塩分濃度が５～２６パーミルの水域の砂底（砂の表面や砂粒間）に付
着生活する種群である。
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［汽水泥質干潟指標種群（E２）］：塩分濃度が２～１２パーミルの水域の泥底に付着生活する種群である。
淡水の影響により、汽水化した塩性湿地に生活するものである。
［上流性河川指標種群（J）］：河川上流部の渓谷部に集中して出現する種群である。これらは、殻面
全体で岩にぴったりと張り付いて生育しているため、流れによってはぎ取られてしまうことがない。
［中～下流性河川指標種群（K）］：河川の中～下流部、すなわち河川沿いで河成段丘、扇状地および
自然堤防、後背湿地といった地形が見られる部分に集中して出現する種群である。これらの種には、
柄またはさやで基物に付着し、体を水中に伸ばして生活する種が多い。
［最下流性河川指標種群（L）］：最下流部の三角州の部分に集中して出現する種群である。これらの
種には、水中を浮遊しながら生育している種が多い。これは、河川が三角州地帯に入ると流速が遅く
なり、浮遊生の種でも生育できるようになるためである。
［湖沼浮遊生指標種群（M）］：水深が約１．５m以上で、岸では水生植物が見られるが、水底には植物
が生育していない湖沼に出現する種群である。
［湖沼沼沢湿地指標種群（N）］：湖沼における浮遊生種としても、沼沢湿地における付着生種として
も優勢な出現が見られ、湖沼・沼沢湿地の環境を指標する可能性が大きい種群である。
［沼沢湿地付着生指標種群（O）］：水深１m内外で、一面に植物が繁殖している所および湿地におい
て、付着の状態で優勢な出現が見られる種群である。
［高層湿原指標種群（P）］：尾瀬ケ原湿原や霧ケ峰湿原などのように、ミズゴケを主とした植物群落
および泥炭層の発達が見られる場所に出現する種群である。
［陸域指標種群（Q）］：上述の水域に対して、陸域を生息地として生活している種群である（陸生珪
藻と呼ばれている）。
［陸生珪藻Ａ群（Qa）］：耐乾性の強い特定のグループである。
［陸生珪藻Ｂ群（Qb）］：Ａ群に随伴し、湿った環境や水中にも生育する種群である。

４．結 果

分析した１５試料のうち、１区の SD０１東壁下層（No.１）、SD０６東壁下層（No.２）、SD０８北壁下層（No.
３）、３区の SD１６－a・b間アゼ２層（No.５）、SD１５－d・e間アゼ６層と１０層（No.１７、１８）、SK１２－a
・b間アゼ１６層（No.２３）、SD１８－d・e間２層（No.２５）の計８試料から珪藻化石が産出した（第１０表）。
いずれの試料においても珪藻化石の産出数は、非常に少なかった。保存状態は、全体的に壊れた殻が
多く、一部の殻には溶解の痕跡が認められるため、不良である。なお、検出数が少ないため珪藻分布
図は作成していない。以下では、遺構ごとに検出された珪藻化石群集の特徴について述べる。
・１区 B２SD０１（No.１）
SD０１東壁下層からは、２７個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種を主として、汽水生種お
よび淡水～汽水生種を伴う種群で構成される。産出した種は、淡水生種で流水不定性種の Eunotia
pectinalis var. minor 、陸生珪藻の Hantzschia amphioxys 、Pinnularia borealis 、Pinnularia subcapitata
等である。
・１区 C３SD０６（No.２）
SD０６東壁下層からは、１０個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種を主として、淡水～汽水
生種を伴う種群で構成される。産出した種は、流水不明種の Pinnularia spp.等である。
・１区 C３SD０８（No.３）
SD０８北壁下層からは、４個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種および淡水～汽水生種で構
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種 類 種群

No.１ No.２ No.３ No.５ No.９ No.１０ No.１１ No.１３ No.１５ No.１７ No.１８ No.２１ No.２３ No.２５ No.２６
１区 B２ １区 C３ ３区D９ ３区 E８ ３区 E１０
SD０１ SD０６ SD０８ SD１６‐a・b間 SD１５‐d・e間 SK１２‐a・b間 SD１８‐d・e間
東壁 東壁 北壁 アゼ アゼ アゼ アゼ
下層 下層 下層 ２層 ８層 １１層 １３層 ２層 ４層 ６層 １０層 １１層 １６層 ２層 ７層

Nitzschia plana W.Smith ? １ － － － － － － － － － － － － － －
Thalassiosira bramaputrae (Ehr.) Hakansson & Locker ? － － － － － － － － － １ － － － － －
Nitzschia palea (Kuetz.) W.Smith W １ － － － － － － － － － － － － － －
Rhopalodia gibberula (Ehr.) Mueller W － １ １ － － － － － － － － － － － －
Amphora ovalis var. affinis (Kuetz.) Van Heurck W １ － － － － － － － － － １ － － － －
Cocconeis spp. ? １ － － － － － － － － － － － － － －
Eunotia diodon Ehrenberg W － － － ２ － － － － － － － － － － －
Eunotia intermedia (Krass.) Noerpel & Lange-Bertalot W １ － － － － － － － － － － － － － －
Eunotia pectinalis var. minor (Kuetz.) Rabenhorst O ４ － － － － － － － － － － － － － －
Eunotia spp. ? － － １ － － － － － － － － － １ － －
Gomphonema clevei Fricke W － １ － － － － － － － － － － － － －
Gomphonema grovei M.Schmidt W － － － － － － － － － １ － － － － －
Gomphonema spp. ? － － １ － － － － － － ２ － － － － －
Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow Qa ５ － － － － － － － － － － － １ １ －
Pinnularia acrosphaeria W.Smith O － － １ － － － － － － － － － － － －
Pinnularia borealis Ehrenberg Qa ５ １ － － － － － － － － － － － － －
Pinnularia braunii (Grun.) Cleve W １ － － － － － － － － － － － － － －
Pinnularia nodosa Ehrenberg O １ － － － － － － － － － － － － － －
Pinnularia subcapitata Gregory Qb ４ ２ － － － － － － － － － － － － －
Pinnularia viridis (Nitz.) Ehrenberg O － － － １ － － － － － － － － － － －
Pinnularia spp. ? － ４ － － － － － － － － １ － － － －
Stauroneis borrichii (Pet.) Lund W － １ － － － － － － － － － － － － －
Stauroneis schimanskii Krammer W ２ － － － － － － － － － － － － － －

海水生種
海水～汽水生種

汽水生種 １ １
淡水～汽水生種 １ １ １

淡水生種 ２５ ９ ３ ３ ３ ２ ２ １
珪藻化石総数 ２７ １０ ４ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ２ ０ ２ １ ０

第１０表 堆積物中の珪藻化石産出表（種群は、千葉・澤井（２０１４）による）

成される。
・３区D９SD１６－a・b間アゼ（No.５、９、１０、１１）
２層（No.１７）からは、３個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種のみで構成される。８層（No.

９）、１１層（No.１０）、１３層（No.１１）は、無化石である。
・３区 E８SD１５－d・e間アゼ（No.１３、１５、１７、１８）
６層からは、４個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種と汽水生種である。１０層（No.１８）か
らは、２個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種のみで構成される。２層（No.１３）および４層
（No.１５）は、無化石である。
・３区 E８SK１２－a・b間アゼ（No.２１、２３）
１６層（No.２３）からは、２個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種のみで構成される。１１層（No.

２１）は、無化石である。
・３区 E１０SD１８－d・e間アゼ（No.２５、２６）
２層（No.２５）からは、１個体が産出した。産出した分類群は、淡水生種である。７層（No.２６）は、無
化石である。

５．考 察

縄文時代？や古代の試料は、いずれも無化石であるか、珪藻化石の産出数が非常に少なかった。そ
のため、種の生態性や群集の特徴から、堆積時の環境を推定するのは難しい。珪藻化石を構成するシ
リカ鉱物は、温度が高いほど、流速が早いほど、水素イオン濃度指数が高いほど溶解度が大きくなり、
溶けやすい点が実験により推定されている（千木良，１９９５）。また、経験的に、堆積後に好気的環境
下で大気に曝されると、短期間で分解消失することがわかっている。好気的環境下で分解される花粉
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化石も同層準で得られていない点を考えると、縄文時代？や古代の試料採取層準は、好気的環境下で
大気に曝されたため、ほとんどの珪藻化石が、堆積後に分解・消失した可能性が高い。
そうしたなか、中世の堆積層とされる１区 C３の SD０６東壁下層（No.２）と１区 B２の SD０１東壁下
層（No.１）では比較的多くの珪藻化石が得られた。１区 C３の SD０６東壁下層（No.２）からは、１０個
体が産出した。産出した分類群は、淡水生種を主として、淡水～汽水生種を伴う種群で構成される。
産出した種は、流水不明種の Pinnularia spp.等である。Pinnularia spp.は、本属が複数の種で構成さ
れるが、著しく保存不良のため、種レベルの同定が困難であった。しかし、属自体が湿地に最も特徴
的に認められ、主要な構成種になる属である。産出数が少ないため、この結果で湿地的環境と断定は
できないが、同試料の花粉分析においても、湿地林要素のハンノキ属の産出が目立っており、湿地的
環境を裏付ける。
SD０１東壁下層（No.１）から産出した種は、淡水生種で流水不定性種の Eunotia pectinalis var. minor、
陸生珪藻の Hantzschia amphioxys 、Pinnularia borealis 、Pinnularia subcapitata 等である。Eunotia
pectinalis var. minor は、湿地に多産する種とされるため（埼玉県教育委員会，１９６２）、湿地的環境の
存在を示唆する。植物珪酸体分析の結果では、同層準において抽水植物のヨシ属の産出が目立ってお
り、整合性がある。
また、Hantzschia amphioxys、Pinnularia borealis、Pinnularia subcapitata 等の陸生珪藻は、水中や

水底の環境以外のたとえばコケを含めた陸上植物の表面や岩石の表面、土壌の表層部など、大気に接
触した環境下で生活する一群である（小杉，１９８６）。特に、SD０１東壁下層（No.１）から産出した陸生
珪藻は、離水した場所において乾燥に耐えうる群集とされるため（伊藤・堀内，１９８９；１９９１）、SD０１
の東壁下層の堆積時には、比較的乾燥した場所も存在した可能性がある。
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１．Thalassiosira bramaputrae（Ehr.）Hakansson ＆ Locker （No.１７：SD１５－d・e間アゼ６層）
２．Amphora ovalis var. affinis（Kuetz.）Van Heurck （No.１：SD０１東壁下層）
３．Eunotia diodon Ehrenberg（No.５：SD１６－a・b間アゼ２層）
４．Eunotia pectinalis var. minor（Kuetz.）Rabenhorst （No.１：SD０１東壁下層）
５．Hantzschia amphioxys（Ehr．）Grunow（No.２５：SD１８－d・e間アゼ２層）
６．Pinnularia acrosphaeria W. Smith （No.３：SD０８北壁下層）
７．Pinnularia borealis Ehrenberg （No.１：SD０１東壁下層）
８．Pinnularia subcapitata Gregory （No.１：SD０１東壁下層）
９．Pinnularia viridis（Nitz.）Ehrenberg （No.５：SD１６－a・b間アゼ２層）
１０．Rhopalodia gibberula（Ehr.）Mueller （No.２：SD０６東壁下層）

第５７図 堆積物中の珪藻化石の顕微鏡写真
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第５節 植物珪酸体分析

１．は じ め に

石川県小松市大領町、今江町地内に所在する大領遺跡において、古植生を検討するために堆積物試
料が採取された。以下では、試料に対して行った植物珪酸体分析の結果を示し、堆積当時のイネ科植
物相について検討した。なお、同一試料を用いて花粉分析と珪藻分析も行われている（別項参照）。

２．試 料 と 方 法

分析試料は、１区の SD０１と SD０６、SD０８から採取された３試料（No.１～３）、３区の SD１６から採取
された４試料（No.５、９、１０、１１）、SD１５から採取された４試料（No.１３、１５、１７、１８）、SK１２から採
取された２試料（No.２１、２３）、SD１８から採取された２試料（No.２５、２６）の、計１５試料である（第１１
表）。これらの試料について、以下の処理を施し、分析を行った。
秤量した試料を乾燥後、再び秤量する（絶対乾燥重量測定）。別に試料約１g（秤量）をトールビー
カーにとり、約０．０２gのガラスビーズ（直径約０．０４mm）を加える。これに３０％の過酸化水素水を
約２０～３０cc 加え、脱有機物処理を行う。処理後、水を加え、超音波洗浄機による試料の分散後、沈
降法により０．０１mm以下の粒子を除去する。この残渣よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを
作製し、検鏡した。同定および計数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについて、ガ
ラスビーズが３００個に達するまで行った。また、植物珪酸体の写真を撮り、第５９図に載せた。

３．結 果

同定・計数された各植物のプラント・オパール個数とガラスビーズ個数の比率から試料１g当りの
各プラント・オパール個数を求め（第１２表）、分布図を示した（第５８図）。
１５試料から検出された機動細胞珪酸体は、イネ機動細胞珪酸体とネザサ節型機動細胞珪酸体、ササ
属型機動細胞珪酸体、ヨシ属機動細胞珪酸体、シバ属機動細胞珪酸体、キビ族機動細胞珪酸体、ウシ
クサ族機動細胞珪酸体の７種類である。また、イネの籾殻に形成される植物珪酸体（イネ穎破片）も
検出された。
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検鏡の結果、縄文時代？とされる試料（No.１１、１８）からは植物珪酸体が検出されなかった。古代
や古代？とされる試料（No.５、９、１０、１３、１５、１７、２１、２３、２５、２６）からは、いくつかの分類群が
検出されており、なかでもキビ族とウシクサ族については、いずれの遺構においても上位層準で産出
量が増加している。中世とされる試料（No.１～３）では、キビ族とウシクサ族に加えてイネやヨシ属
が多く産出している。

試料No. 調査区 グリッド 遺構・層位 時期 堆積物の特徴

１

１区

B２ SD０１ 東壁下層

中世

黒褐色（１０YR３/２）シルト質細粒砂

２
C３

SD０６ 東壁下層 オリーブ褐色（２.５Y４/３）シルト質細粒砂

３ SD０８ 北壁下層 灰黄褐色（１０YR６/２）シルト

５

３区

D９

SD１６-a・b間アゼ ２層

古代

赤黒色（１０R２/１）細粒砂

９ SD１６-a・b間アゼ ８層 にぶい黄褐色（１０YR５/４）細粒砂～中粒砂

１０ SD１６-a・b間アゼ １１層 にぶい黄橙色（１０YR７/３）細粒砂

１１ SD１６-a・b間アゼ １３層 縄文？ にぶい黄色（２.５Y６/４）細粒砂

１３

E８

SD１５-d・e間アゼ ２層

古代

赤黒色（２.５YR２/１）細粒砂

１５ SD１５-d・e間アゼ ４層 オリーブ褐色（２.５Y４/４）細粒砂～中粒砂

１７ SD１５-d・e間アゼ ６層 明黄褐色（２.５Y６/６）細粒砂

１８ SD１５-d・e間アゼ １０層 縄文？ にぶい黄橙色（１０YR６/４）細粒砂

２１ SK１２-a・b間アゼ １１層

古代？

赤黒色（１０R１.７/１）細粒砂

２３ SK１２-a・b間アゼ １６層 黒褐色（１０YR２/３）細粒砂

２５
E１０

SD１８-d・e間アゼ ２層 赤黒色（２.５YR２/１）細粒砂

２６ SD１８-d・e間アゼ ７層 黄褐色（２.５Y５/４）細粒砂

第１１表 分析試料一覧

イネ イネ穎破片 ネザサ節型 ササ属型 ヨシ属 シバ属 キビ族 ウシクサ族 不明

（個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ）

No.１ ９,３００ ２,３００ ３,５００ １,２００ ７,０００ ５,８００ ３０,１００ ２３,２００ ５,８００

No.２ １,３００ ０ ０ ０ ０ １,３００ ５,０００ ７,６００ ６,３００

No.３ ２１,９００ ５,０００ ７,０００ ４,０００ ２６,９００ ２,０００ ３７,９００ １３,０００ １３,０００

No.５ ２,４００ ０ ３,６００ １,２００ １,２００ １,２００ ２１,６００ ７,２００ ４,８００

No.９ ０ ０ ０ ０ １,０００ ０ ２,１００ ２,１００ ０

No.１０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

No.１１ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

No.１３ １,１００ ０ ８,０００ ２,３００ １,１００ １,１００ ４０,９００ ３４,１００ １０,２００

No.１５ ０ ０ ２,２００ ２,２００ ０ ０ ５,４００ ０ ０

No.１７ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

No.１８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

No.２１ １,２００ ０ １,２００ １,２００ １,２００ ０ ２１,９００ ９,２００ ６,９００

No.２３ ０ ０ １,１００ ０ ２,２００ １,１００ ５,４００ ５,４００ １,１００

No.２５ ３,５００ ２,３００ ３,５００ ０ ０ ２,３００ ２９,２００ １９,８００ ９,３００

No.２６ ２,１００ １,０００ ０ ０ ０ ０ ２,１００ １,０００ ０

第１２表 試料１g当りのプラント・オパール個数
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４．考 察

縄文時代とされる試料（No.１１、No.１８）からは植物珪酸体が検出されないため、縄文時代には遺跡
周辺にイネ科植物がそれほど繁茂していなかった可能性がある。
古代や古代とされる遺構の試料（No.５、９、１０、１３、１５、１７、２１、２３、２５、２６）では、下位層準で

は植物珪酸体が産出しないか、産出量が少ないが、いずれの遺構でも上位層準に向かって増加傾向を
示している。遺跡周辺では、古代においてイネ科植物が繁茂するようになり、なかでもキビ族やウシ
クサ族が分布を広げていた可能性がある。また、No.５（SD１６－a・b間アゼ２層）やNo.１３（SD１５－d
・e間アゼ２層）、No.２１（SK１２－a・b間アゼ１１層）、No.２５と２６（SD１８－d・e間アゼ２層と７層）で
はイネ機動細胞珪酸体が産出しており、No.２５と２６（SD１８－d・e間アゼ２層と７層）ではイネ穎破片
も検出された。古代のこれらの遺構周辺には、稲藁やイネの籾殻が堆積していたと考えられる。
中世とされる試料（No.１～３）では、SD０６（No.２）において機動細胞珪酸体の産出が全体的に少な

いものの、その他の２試料においてはイネやキビ族、ウシクサ族の機動細胞珪酸体や、イネ穎破片が
多く産出している。SD０１や SD０８周辺にはキビ族やウシクサ族が分布しており、稲藁やイネの籾殻
が溝に堆積していたと考えられる。さらには、抽水植物のヨシ属機動細胞珪酸体の産出も目立ってお
り、中世の SD０１や SD８内や周辺には、ヨシ属が生育できるような湿潤な環境の場所があったと考
えられる。

第５８図 大領遺跡における植物珪酸体分布図
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１．イネ機動細胞珪酸体
２．イネ機動細胞珪酸体
３．イネ機動細胞珪酸体
４．イネ穎破片
５．ネザサ節型機動細胞珪酸体
６．キビ族機動細胞珪酸体
７．キビ族機動細胞珪酸体
８．ササ属型機動細胞珪酸体
９．ヨシ属機動細胞珪酸体
１０．ウシクサ族機動細胞珪酸体

a：断面 b：側面

第５９図 SD０８北壁下層（No.３）から産出した植物珪酸体
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第１節 遺跡の変遷
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第５章 総 括

第１節 遺 跡 の 変 遷
大領遺跡は、小松市大領町・今江町にまたがり所在する周知の埋蔵文化財であり、現在の木場潟か
ら北へ約５００m、海岸線からは約５㎞離れた、縄文時代に形成された内列砂丘東端の標高２～３mの微
高地上に立地している。地名となっている「大領」とは、古代の律令制における職名の一つで７０１年
に編纂された大宝令によって定められた、郡司における最高の地位、四等官（大領・少領・主政・主
帳）の長官にあたる。そのため調査前から古代（奈良・平安時代）の散布地として周知されており、
発掘調査により古代の遺構・遺物が確認されると想定されていた。
今回、北陸新幹線建設に伴い平成２９年に初めて大領遺跡の発掘調査が実施され、縄文時代以降、中

・近世の遺構・遺物が確認された。特に古代と中世（鎌倉・室町時代）の２つの道路遺構とみられる
遺構を検出し、注目された。両道路遺構は約３０m離れた場所でみつかり、どちらも路面は後世の耕
地整理時に削平を受け遺存していなかったが、それぞれ両側に側溝を持つ道路遺構の延長約３０m分
が直線状にみつかった。出土遺物からは、古代の道路遺構は、８世紀後半～９世紀前半、中世の道路遺
構は、１６世紀後半頃には機能していたと考えられる。
以下時代ごとに調査成果の概略を記す。

縄文時代
主に調査区１～３区の地山（ベース）砂層を中心に後・晩期の縄文土器や石器が出土した。２区の地
山砂層 SX０１からも、後期の深鉢（２０・２１）が出土しており、周辺での活動の痕跡とみている。
小松市の砂丘の形成については、小松市と弘前大学教育学部の小岩直人氏によるボーリング調査や
珪藻分析、年代測定など自然科学的分析を利用した調査が行われている。一連の調査として大領遺跡
２区 SX０１の南側で行われた下層確認トレンチの壁面観察調査により、地表下１１５㎝（標高約１m）か
ら採取された炭化木片のAMSによる炭素年代測定の結果、約３，６００～３，５００年前の年代が得られ、『石
川県埋蔵文化財情報第３９号』２０１８（公財）石川県埋蔵文化財センターにより速報も報告された。
弥生時代
０・１区を中心にベース上面や溝などから縄文時代晩期末～弥生時代前期初頭頃と弥生時代後期頃の
土器小片が出土したが、集落に伴うような遺構はみつかっていない
古代（奈良・平安時代）
３区で古代の道路遺構の両側側溝と考えている平行し直線状に延びる溝 SD１５・１６を検出した。両
側側溝の芯々（両側溝中心間の距離）幅で約９．５m、路面幅約８mを測り、延長約３０m分を検出して
いる。側溝は、上幅約１．５m、深さ約３５～５０cmを測り、断面逆台形やV字形で、土層の観察から掘
り直しの痕跡がみられた。側溝からは、８世紀後半～９世紀前半頃とみられる南加賀窯産の盤や双耳瓶
など須恵器（２７～２９）や土師器が出土したが、出土数も少なく道路の設置時期や存続幅は不明である。
北から東へ約６０度傾いた方向に延びており、北東方向へ直線的に延長させると小松市古府町の梯川沿
いに想定されている加賀国府推定地付近へと向かっている。また、南西側へ延長させると柴山潟東縁
の三湖台地（月津台地）上に位置する額見町遺跡の北側へと向かっている。
２区西側のピット群内 P１２から、底部に糸切り痕を持つ南加賀窯産の須恵器椀が出土した。調査地
内からは建物等集落跡につながるような遺構は確認できなかったが、試掘調査時など周辺から須恵器
が表採されており、近くに古代の集落が存在していると想定される。
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中世（鎌倉・室町時代）
１区で検出した水路とみられる溝 SD０６は、やや湾曲しながら延長約２０mに渡り延びており、中世
前半頃の土師器皿（８）が出土した。直交する溝 SD１１が接続し、南東側の低地に向かって延びてい
る。また、中世の道路遺構の両側側溝と考えている並行し直線状に延びる溝 SD０１・０８を検出し、中
世後半の青磁碗（４）や越前焼擂鉢（１０）、瓦質土器火鉢（１１）などが出土した。水路 SD０６とは並行
するが、SD１１を掘り込んで掘られており、水路が埋没した後に構築されている。側溝は上幅約４０～
８０cm、深さ約２５～４０cmを測り、断面U字形やV字形である。側溝の芯々幅で約７．５m、路面幅
約７mを測り、延長約３０m分を直線状に検出している。北から東へ約５５度傾いた方向に延びており、
北東方向へ延長させると、浅井畷古戦場（石川県指定史跡）の西側を通り、南西方向に延長させると
御幸塚城（今江城）跡の東側を通ることから、浅井畷の戦いとの関連も想定され、中世の北陸道であっ
た可能性も考えられる。
５～８区にまたがり検出した並行する溝 SD４５・６８は、溝芯々幅で約１１m、内幅で約１０mを測り、延
長約３２m分を検出した。時期を決める遺物は出土しておらず性格不明であるが、畝溝を切り込み掘
られていることから中世の道路遺構の可能性があり、その場合、官道クラスの規模を測る。１区で検
出された道路遺構とほぼ主軸方位が直交し、北から西へ約３５度傾いた方向に延びており、直線状に延
長させると小松市安宅町の安宅湊や安宅駅家推定地付近へと延びている。
４区北端～８区にかけて、耕作に伴う畝溝群と考えている細溝を多く検出した。畝溝群は直交し重複
しながら掘られている箇所もあり、畝溝の底には根株痕跡とみられる小穴を検出したものもある。時
期を比定できる遺物は少ないが、５区 SD５７から中世の土師器皿（４５）が出土しており、古代の道路
が海岸沿いへと移って以降、調査区周辺には生産域が広がっていたとみられる。
以上の状況から、今回の調査では各時代を通じて建物跡など集落に伴うような遺構は確認できなかっ
た。そのため古代や中世の道路側溝からも出土した遺物は少なく、道路の正確な構築開始時期や時期
幅は不明である。また、中世の一時期には調査区内の一部で畝溝群が検出され、生産域となっていた
ことが判明した。

第２節 発見された道路遺構と「古代北陸道」について

１．古代における能登・加賀の道路遺構と「古代北陸道」

石川県内では、これまで能登６遺跡、加賀１７遺跡での発掘調査により古代の道路遺構が確認されて
いる（P．５４、第１３表）。そのうち奈良・平安時代に「七道」と呼ばれる官道（国家によって整備・管
理・維持がなされた道路）の一つである、「古代北陸道」と比定されている道路遺構が、津幡町加茂
遺跡（国指定史跡）や金沢市観法寺遺跡、野々市市三日市A遺跡などでの発掘調査により確認され、
路面幅７．５～９．５mの両側側溝を持つ道路遺構が検出されている。これらの遺跡で検出された奈良時
代の道路遺構の規模は、路面幅７．５～８．５mで、今回大領遺跡で検出された路面幅約８mの道路遺構
もこれらと同規模であり、直進性、幅員の明示といった駅路の要素を備えていることからも新たに南
加賀の内陸部で確認された「古代北陸道」であると考えている。

２．越前（加賀）国出土の駅名が記載された木簡

１０世紀前半に完成されたとされる法令集『延喜式』では、石川県内の古代北陸道には、能登国２駅
・加賀国７駅、伝馬は江沼・加賀郡各五疋が置かれたと規定され、南加賀には、「朝倉－潮津－安宅－
比楽」の駅家が記載されている。これにより、潮津～比楽間は海岸沿いの砂丘上を通る経路が比定さ
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れ、駅名の記載がある下記２点の荷札木簡の存在もそれを裏付けるものとされてきた。
①７１１～７１６年製作とみられる平城京長屋王邸出土木簡 「江沼郡潮津駅人神人」
②７８９年製作とみられる長岡京出土木簡 「安宅駅戸主財豊成戸五斗」
この荷札（貢進物付札）木簡により、古代北陸道は加賀立国（８２３年）の前から海岸沿いを通るルー
トが定説となっていた。しかし、①の釈文について、２０１６年奈良文化財研究所が行った赤外線カメラ
を用いた再釈読により、「江沼郡淡津駅人神人」へと読みの訂正が行われた。渡辺晃宏氏は、淡津は
潮津の旧称の可能性が高まった、としつつ粟津の地名が「淡津駅家」および『為房卿記』１０９１年７月
１９日条に記された「淡津泊」の遺存地名である可能性も指摘した（渡辺２０１６）。
これに対し、鈴木景二氏は、淡津は淡水湖（潟）の港、潮津は汽水湖または海の港の呼称であり、

淡津は柴山潟や木場潟などが点在していた三湖台地周辺の地名としてふさわしく、「淡津駅」は現在
の小松市粟津付近とし、奈良時代初期の内陸ルートの存在を想定した。また、望月精司氏の意見を元
に「神人」の文字から駅子と須恵器生産との関わりを指摘し、隣接する南加賀窯跡群の存在から淡津
駅付近に神部系氏族が居住していたと推測した（鈴木２０１７）。
また、長屋王邸からは、８世紀前半頃に「四沼郡□…駅子神人・久治□〔良ヵ〕」と四（江）沼郡の
駅子と神人の人名が書かれた木簡も出土しており、①と同様に淡津駅と書かれていた可能性が高い。

３．南加賀における「古代北陸道」のルートと「淡津駅」の所在地

大領遺跡における「古代北陸道」とした官道規模の道路遺構の発見により、発掘調査の２年前に鈴
木氏が想定した通り、奈良時代前半頃には内陸部を通っており、さらに想定路上に「淡津駅」が存在
し、８世紀中頃～後半の間に海岸沿いのルートに変更になった可能性が高まったのである。
「淡津駅」の想定地は鈴木氏（鈴木２０１７）や三浦純夫氏（三浦２０１８）、吉岡康暢氏らが指摘するよ

うに、港の近接地の可能性が高く、木場潟南西端に置かれた淡津泊付近にあったと考えている。三浦
氏による地形図からの古代の加賀三潟（柴山潟・今江潟・木場潟）の復元図によると、現在よりも倍
以上広い範囲を復元している。平安海進といわれる８～１２世紀にかけて現在よりも海水面が高かった
現象を考慮してもこの復元図は妥当であり、当時の木場潟はかなり広かったとみられる。この復元に
より、現在も木場潟南西に地名が残る小松市符津町や８世紀代の遺構が検出されている島遺跡も当時
は木場潟に接していたとみられ、それらを含む木場潟南西エリア、陸路と水路の結節点であり、南加
賀窯跡群に近接する、現在の JR粟津駅周辺～下粟津町周辺を「淡津駅」の候補地とみている。
また、「古代北陸道」のルートは、三浦氏らも想定するように大領遺跡の南西側で角度を変え、三
湖台地東縁に沿って木場潟との間を通り、「淡津駅」からさらに角度を変えて「朝倉駅」へと向かっ
ていたとみられる。これら加賀における交通路の変化については、日本考古学協会２０２１年度金沢大会
『北陸と世界の考古学』分科会Ⅱ「古代日本海域における人の移動－古代の港湾と関連遺跡」の中で、
出越茂和氏や望月氏・鈴木氏が報告し、議論されている（出越 ２０２１、望月 ２０２１、鈴木 ２０２１）。
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第６５図 ０・１区調査区壁断面実測図・オルソ写真１（S＝１／４０）
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第７５図 ５・６・７区調査区壁断面実測図・オルソ写真２（S＝１／４０）
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P28遺物出土状況（南西から）

調査（1区） 全景（南東から）

調査（0区） 全景（南東から）

1区中世の道路状遺構（SD01・08）と水路（SD06）の全景（北東から）

1区道路側溝（SD01）の全景（南西から）

遺構（０・１区）１ 図版１



1区道路側溝（SD08）と水路（SD06）の全景（南西から） 1区道路側溝（SD08）と水路（SD06）の土層断面(南西から）

1区水路（SD06）土師器皿出土状況（南東から） 1区水路（SD11）完掘状況(北西から）

調査区（2区）全景（南東から）

遺構（１・２区）２図版２



調査区（2区）全景（北東から）

調査区（3区）全景（北東から）

2区P12周辺完掘状況（北から）

2区P12須恵器坏出土状況（北から） 2区縄文土器出土状況（南から）

遺構（２・３区）３ 図版３



調査区（3区）全景（北東から）

調査区（3区）全景（南東から） 3区古代の道路状遺構（SD15・16）検出状況（南西から）

3区道路側溝（SD15）掘削作業風景（北東から） 3区道路側溝（SD15）土層断面（北東から）

遺構（３区）４図版４



3区道路側溝（SD15）完掘状況（北東から）

3区道路側溝（SD15）完掘状況（南西から）

3区道路側溝（SD15）土層断面（南西から）

3区道路側溝（SD15）遺物出土状況（南西から） 3区道路側溝（SD15）須恵器双耳瓶出土状況（南東から）

3区SD18完掘状況（南東から）

調査区（4区）全景（南東から） 調査区（4区）全景（南から）

遺構（３・４区）５ 図版５



調査区（4区）全景（北東から）

4区SD21完掘状況（南東から） 4区SD22完掘状況（北西から）

4区SD23周辺完掘状況（南東から） 4区畝溝群（SD43・44周辺）完掘状況（南西から）

遺構（４区）６図版６



調査区（5・6区）全景（南西から）

調査区（5・6区）全景（南西から） 5区SD45・畝溝群検出状況（北東から）

5・6区南SD45・68（道路？）完掘状況（南東から） 5・6区南SD45・68（道路？）完掘状況（北から）

遺構（５・６区）７ 図版７



5区SD45（側溝？）完掘状況（北西から）5区SD45（側溝？）上層断面（北西から）

6区SD68（側溝？）土層断面（南東から） 5・6区南畝溝群完掘状況（南西から）

5区畝溝（SD57）土師器皿出土状況（西から） 6区北SB01完掘状況（南西から）

7区完掘状況（北東から） 8区完掘状況（南西から）

遺構（５～８区）８図版８



出土遺物（０・１区）１ 図版 ９



出土遺物（１～３区）２図版１０



出土遺物（３～６区）３ 図版１１



出土遺物（６区）４図版１２
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大 領 遺 跡 集落・
散布地

縄文時代 小穴 縄文土器、石器 砂堤上面から縄文
土器が出土

奈良・平安
時代

道路状遺構、溝、
畝溝状遺構、土
坑、小穴

土師器、須恵器、
石製品

古代北陸道の可能
性のある道路状遺
構を確認

鎌倉・室町
時代

道路状遺構、溝、
土坑、小穴

土師器、陶磁器、
石製品、木製品

中世北陸道の可能
性のある道路状遺
構を確認

江戸時代
溝、掘立柱建物、
土坑、小穴、水
路状遺構

土師器、陶磁器、
石製品、鉄製品、
木製品

要 約

大領遺跡は、木場潟の北側約５００ｍに位置し、北東側約２００ｍには県指定史跡浅
井畷古戦場が存在する。今回北陸新幹線建設に伴い、初めて発掘調査が実施され、
古代（奈良・平安時代）と中世（鎌倉・室町時代）の２つの道路遺構を確認した。
両道路遺構は約４０ｍ離れた場所でみつかり、どちらも路面は後世の耕地整理時に
削平を受けていたが、それぞれ両側に側溝を持つ道路遺構の延長約３０ｍ分が直線
状にみつかった。出土遺物からは、古代の道路遺構は、８世紀後半～９世紀前半、中
世の道路遺構は、１６世紀後半には機能していたと考えられる。遺跡付近は、現在
も国道やＪＲ北陸本線が走る交通の要衝であり、今回の発見は、南加賀地域にお
ける古代・中世の陸上交通路のあり方を知る上で注目されている。
また、近年、奈良文化財研究所が行った長屋王邸出土木簡の再検討により、和
銅３（７１０）年の「江沼郡淡津駅人神人」木簡で、従来、「潮津駅」とされていた読
みが「淡津駅」に訂正された。南加賀の「古代北陸道」は、延喜式段階には、海
岸沿いを通るルートが想定されているが、これにより、奈良時代前半には内陸部
を通っていた可能性が出てきた。その場合、大領遺跡で発見された道路遺構は、奈
良時代の「古代北陸道」とみることも可能である。
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